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今月のフェアリー詰将棋  

 

・ 第 77 回 WFP フェアリー作品展（再掲） 

・ 第 78 回 WFP フェアリー作品展  

・ 第 95 回推理将棋出題  

・ 第 96 回推理将棋出題（改訂時） 

 

結果発表  

 

・ 第 76 回 WFP フェアリー作品展  

・ 第 94 回推理将棋出題  

・ Fairy of the Forest #45 

・ フェアリー版くるくる作品展４ 

 

読み物  

 

・ フェアリー入門にかこつけて（上谷直希） 

・ ブログ紹介  

 

第８９号 

2015/11 
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は

はじめに 

        

 

 

ウリ坊  

 

先日、仕事で市内を走行中に出くわしたイノシシ

の親子。写真では分かり難いが親と子が３頭。これ

また写真では分かり難いが子イノシシにはうっすら縞

模様が見える。 

 

Wikipedia 

「幼少期にはシマウリに似た縞模様の体毛が体に

沿って縦に生えており、成体よりも薄く黄褐色をして

いる。イノシシの幼少期は天敵が多く、この縞模様

は春の木漏れ日の下では保護色を成す。その姿か

たちからウリ坊と呼ぶ。」 

 

ウリ坊はかわいいのだが、警戒している親はキケ

ン。 

この日の数日前には、新居浜市内で登校中の小

学生の列にイノシシが突っ込み小学生数名がケガ

をするというニュースが全国版にも流れた。おまけに

広報塔からイノシシ注意の放送が流れたり、イノシシ

の目撃情報が昨年度より多いというニュースも聞い

た。皆さんのお住まいの場所によっては、「日常茶

飯の出来事ですよ」という方も、「え～っ、新居浜っ

て田舎なんですね～」という方もいるでしょうね。私は

日常で普通に出くわしたのがはじめての経験でちょ

っとビックリ。遠くから写真を撮るのが精一杯でした。 

ちなみに食べたらおいしいんでしょうか（笑）  

今月の読み物は、フェアリー入門にかこつけて

（上谷直希）、橘さんのフェアリー入門とタイミングを

合わせての例題作お披露目の予定でしたが、フェア

リー入門が１ヶ月遅れたので先行掲載となりました。  

【募集】 

  

作品  

 フェアリー作品、PG、推理将棋はそれぞれの

投稿先へ投稿下さい。  

 

 読み物  

 フェアリー詰将棋に関するものに限らず日常

のことでも研究物でも４コマ漫画からパロディ、

イラスト、マイベスト１０、自己紹介、何でも

OK です。  

 

感想  

 

第８９号の感想、今後の要望、ご意見等なん

でも結構です。是非メールにて私まで  

 皆様の反応が私の意欲に成りますので是非ご

協力をお願いします。  

 

読み物、感想の投稿はこちらまで  

 

たくぼん： takuji@dokidoki.ne.jp 

 

 

協力いただいている方々の HP アドレス 

*ご協力感謝します 

 

妖精都市 

http://www.geocities.jp/cavesfairy/ 

 

詰将棋メモ 

http://toybox.tea-nifty.com/  

 

詰将棋おもちゃ箱 

http://www.ne.jp/asahi/tetsu/toybox/ 

 

Onsite Fairy Mate 

http://www.abz.jp/~k7ro/  

 

K.Komine’s Home Page 

http://19900504.web.fc2.com/index.html 

 

フェアリー時々詰将棋  

http://fairypara.blog.fc2.com/ 

 

占魚亭残日録  

http://d.hatena.ne.jp/sengyotei/  
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第77回WFP作品展(再掲) 及び 

第78回WFP作品展 担当：神無七郎  

 

上は近所の貯水池で見かけた鳥の写真です。

初めて目にする鳥だったのでネットで名前を調

べたのですが、意外と苦戦しました。東京五輪

のエンブレム騒動で有名になった「画像検索」

も使ってみたのですが、違う鳥の写真やフェン

スの写真を抽出してくる始末。現在の画像検索

には野鳥を正確に見分ける能力はないようです。 

 

詰将棋の世界で「検索」といえば「同一作検

索」です。これは筆者のように詰将棋欄の担当

をしている者には必須のツールで、実際かなり

助けられています。ただ、現在のツールは「見

たことのあるような手順だけど、誰の作だった

かなぁ…」という曖昧な感覚を元に検索するこ

とはできません。コンピュータで曖昧な検索が

出来ないのは当然と思う方も多いと思いますが、

機械学習の技術が発達した現代ではそうとも言

えません。最初に挙げた画像検索も急激に能力

を高めている分野ですし、Music Information R

etrieval (MIR)と言って、楽曲分析をして類似曲

を探し出すシステムも世の中には存在します。

詰将棋の「形」ではなく「手順」から特徴量を

取り出して、類似作を検索することだって決し

て夢物語ではないのです。「someone like you」

(http://eog10.blog.fc2.com/)で EOG さんが類似

作の指摘をしているのを見ていつも感心してい

る私ですが、EOG さんの真似はとてもできない

ので、詰将棋の世界でも手順から類似作検索が

出来る時代が来ることを願っています。  

 

そうそう、写真の鳥ですが、ホシゴイという

ゴイサギの幼鳥だそうです。まるで「みにくい

アヒルの子」のような意外な親子関係ですね。

いつか成鳥となった姿を見たいものです。  

さて、今回の出題は第 77 回分の再掲載と、第

78 回分の新規出題です。早いもので今年最後の

出題となりました。第 78 回は全 12 題という大

量出題ですが、解答募集期間が三ヶ月もあるの

で、この時間を有効に活用してください。  

 

〔第 77 回作品展各題への補足説明〕（再掲）  

第 77 回の出題は全 11 題。内訳は上谷直希氏

２題、変寝夢氏８題、たくぼん氏１題です。極

端に難しい作はありませんが、中程度以上の難

度の作品が多いので、全体としてはかなりのボ

リュームだと思います。  

77-1 は上谷氏お得意の禁欲詰。「最善」指定

はないので手数制限はありません。  

77-2 は Isardam の基本手筋に一工夫を加え

た問題。 Isardam では成駒と生駒は別の駒とし

て扱うことに注意してください。  

77-3 から 77-10 は変寝夢氏によるバラエテ

ィに富んだ作品群。どれも短手数ですが、中に

は手ごわい問題もあるので、解き易そうなもの

から手を付けた方が良いでしょう。  

まず 77-3 から 77-5 は久々出題の「レトロ」

です。これは出題図から指定手数逆算して、指

定の手数で詰めるルールで、逆算手数をマイナ

スで、詰める手数をプラスで表します。例えば

「 -2+1 手」なら 2 手逆算して、1 手で詰めるわ

けですね。もちろん逆算中に反則があってはい

けません。将棋で「待った」で局面を戻し、改

めて指し直させて貰う状況を想定すれば理解し

やすいと思います。77-5 には受方持駒制限があ

るので、初形で示されている駒のみで解いてく

ださい。  

レトロの逆算手順の記述には一応の作法が

ありますが、分かる形で書いてあればどんな形

式でも構いません。本作品展の結果稿でも逆算

図とそこから出題図に至る手順、詰みに至る手

順の３つで表すつもりです。（ページ数を気にし

なくて良い電子本の強みですね。）  

77-6 は Princess（姫）という、角と騎を合わ

せた利きを持つ駒の登場です。無仕掛図を強力

な持駒で詰める一連のシリーズの一つで、継続

して解答されている方なら詰上りの予想も可能

だと思います。  

77-7 はグラスホッパーの変種の一つで、ジャ

ンプした先に真っ直ぐ跳ばない Sparrow（雀）

という駒です。その曲がり方は進行方向から

135 度。つまり、ジャンプするというより跳ね

返って戻ってくる感じです。駒自体にも癖があ
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りますが、手順もまた曲者です。  

77-8 は中国象棋のパオ（包）を使った問題。

次局の 77-9 と盤上の配置は同じですが、手順

は全く異なります。  

77-9 は盤上こそ前局と同じ配置ですが、持駒

が Lion（鬣）になっている上、中立駒指定まで

あります。うっかり自玉に王手を掛けたり、王

手放置をしたりしないよう注意してください。  

77-10 はチート駒、盤上を走り回る円形ナイ

トライダーの Rose（薔）です。それを２枚も使

った作ですから、6 手といえども苦戦は必至。

解答者の皆さんも心して取り掛かってください。 

77-11 はたくぼん氏の作品。「フェアリー版く

るくる」用に作り始めたものが、やや難解にな

ったのでこちらに回ってきました。詰上りの想

定はし易いと思うので、丁寧に手順を組み立て

てください。  

 

〔第 78 回作品展各題への補足説明〕  

第 78 回の出題は全 12 題。内訳は神無太郎氏

１題、ＤＤ++氏３題、変寝夢氏５題、上谷直希

氏３題です。出題は投稿順なので、難易度とは

関係ありません。解き易そうなものから手を付

けることをお勧めします。  

78-1 は神無太郎氏の協力自玉ステイルメイ

ト。「第 43 回神無一族の氾濫」向けに作られた

作品の一つです。使われているフェアリー駒は

「騎」。持駒を見ると飛や角といった大駒や、４

枚もの騎という利きの大きな駒ばかりですが、

これらをうまく処理して、合法手のない状態を

作ってください。  

78-2～78-4 はＤＤ++氏による穴空き盤を使

った作品です。「穴（今回から○で表記）」は、

着手はできず、飛角香などが通過できる場所を

表します。この３作は「穴」が斜・横・縦のス

トライプ状に配置され、見た目も美しいですね。

もちろん外見だけではなく手順も面白いですよ。 

78-5～78-9 は変寝夢氏によるバラエティに

富んだ駒やルールの作品群。とはいえ、まった

く新しい駒やルールではなく、一度は本作品展

に登場したものや、その変種なので、過去問が

良い参考になると思います。  

まず、78-5 は Moa という駒を使った作品。

これは Mao（中国将棋の馬、合駒の利く八方桂）

を 45°傾けた利きを持つ駒で、本作品展では

64-2 として登場しています。Moa は Mao と合

駒の利く場所が違うので混同しないよう注意し

てください。  

78-6 は中立駒の Locust（蝗）が使われていま

す。中立駒の先後双方にとって敵駒であるとい

う性質、Locust は合駒を直後に取れないという

性質をうまく利用してください。  

78-7 は中立駒の銀が主役。ステイルメイトの

達成にはこの銀を取らせるか動けなくしないと

いけません。可成範囲の近くなので、手番によ

っては成ることも可能な場合がありますが、果

たして「成」は出てくるでしょうか？ もちろ

んステイルメイトの達成には Lion（鬣）の使い

方も大きな鍵になります。今月の変寝夢氏の作

品群の中では最も難しい作品かもしれません。  

78-8 と 78-9 は前回も登場した「レトロ」ル

ールの作品です。このルールは、馬鹿な手を指

した後で、「待った」をするのと同じなので本当

に「ばか詰」的な感覚を味わえます。なお、今

回の２作はどちらも攻方に王手義務があること

を前提にしています。78-9 は逆算手数が長いで

すが、駒数制限があるので逆算の方向性を間違

えなければ、きっと解けるでしょう。  

78-10～78-12 は上谷直希氏の作品。ルールは

すべて異なります。  

78-10 は普通の協力詰。でも、作品には上谷

氏らしく、ちゃんと「狙い」があります。解図

を始めるならきっとここからですね。  

78-11 は今回唯一の協力系でない対抗系ルー

ルの作品。「強欲」という条件が付いている以外

は、普通の詰将棋と同じルール設定で作られて

います。（「最善詰」ではありません。）また、作

意には透かし詰が使われており、最終 2 手には

変同があります。  

78-12 は透明駒を使った作品。協力詰ですか

ら、もちろん透かし詰はダメですよ。第 76 回の

透明駒作品で予習をして臨んでください。  

 

解答要項  

第 77 回分解答締切：2015 年 12 月 15 日（火）  

第 78 回分解答締切：2016 年 2 月 15 日（月）  

宛先： janacek789@ybb.ne.jp（メールの件名

に「解答」の語句を入れてください。）  

 

作品投稿について  

作品投稿は随時受け付けます。（原則として

毎月 15 日の投稿まで当月号に掲載します。） 

宛先は解答と同じ janacek789@ybb.ne.jp へ。 

メールの件名に「作品投稿」の語句を入れて

ください。添付ファイルも可。機械検討済み

なら出力結果のファイル添付を推奨します。 
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WFP 作品展：年末年始の予定  

来年１月は「氾濫」結果稿の作成と重なるた

め、WFP 作品展 12 月号の新規出題と来年１月

号の結果稿はお休みさせていただきます。  

今後の予定は以下のようになっていますの

で、あらかじめご承知ください。  

 11 月 12 月  1 月  2 月  

第 77 回  再掲 結果    

第 78 回 出題 再掲  再掲  結果  

第 79 回    出題  再掲  

第 80 回     出題  

 

ルール説明  

※WFP のページにまとめ資料（http://www.dok

idoki.ne.jp/home2/takuji/wfpr2015.pdf）

があるので、それも参考にしてください。 

【禁欲】  

駒を取らない手を優先する。  

【詰将棋】  

攻方は受方がどのように応じても詰むよう

に攻め、受方はなるべく詰まないように応じ

る。（いわゆる普通の詰将棋）  

【 Isardam】  

同種の敵駒の利きに入る手を禁止する。  

玉を取ると同種の敵駒の利きに入る場合は

王手とみなさない。（タイプＡ）  

【協力自玉詰】  

先後協力して最短手数で攻方の玉を詰める。 

【レトロ  –m/n 手】  

m 手逆算して n 手で詰む手順を求める。  

【協力詰】  

先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。 

【非連続王手】  

攻方に王手の義務がない。  

（王手をしても良い）  

【グラスホッパー】（Ｇ）  

フェアリーチェスの駒。クィーンの線上で、

ある駒を１つ飛び越したその直後の地点に

着地する。そこに敵の駒があれば取れる。  

（○が G の利き）  

【Princess】（姫）  

フェアリーチェスの Princess。  

角とナイトを合わせた利きを持つ。  

 

（○に着手する、ま

たは矢印の方向に

走 る こ と が で き

る。）  

【Sparrow】（雀）  

フェアリーチェスの Sparrow（雀）。  

グラスホッパーの変種で、クィーンの利きの

方向にある駒に到達した後、進行方向に対し

135°曲がった場所に着地する。  

 

（ ○ が 雀 の 利

き。■は敵ま

た は 味 方 の

駒。）  

【パオ】（包）  

中国象棋の駒。動くときは飛車と同じ。駒を

取るときは必ず一つ駒を飛び越えて取る。  

 

（■は敵か味方の駒。

○は取るときに動

ける場所。矢印は駒

を取らないときに

動ける場所。）  

（補足）  

・飛び越える駒は敵味方どちらでもよい。  

・グラスホッパーと違って着地場所は飛び越

えた駒の隣でなくてもよい。  

・成ることはできない。  

・２つ以上の駒は飛び越せない。  

【Lion】（鬣）  

フェアリーチェスの Lion。  

クィーンの利きの方向にある駒を１つ跳び

越えその先の任意のマスに着地する。着地点

に敵駒があれば取れる。  
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（○が鬣の利き。  

■は敵または味方

の駒。○の地点が埋

まっていると、その

先には跳べない。）  

【Rose】（薔）  

フェアリーチェスの Rose。  

円形に進むナイトライダー。途中に駒があっ

たり盤をはみ出したりするとそこから先に

行けない。  

 

 

【ナイト】（騎）  

チェスのナイト。八方桂。  

（○が騎の利き）  

【穴】（○）  

着手はできないが、走り駒が通過することは

できる箇所。（※以前は◆で表記していまし

たが、○に変更しました。）  

【打歩】  

打歩詰以外の詰手を失敗とする。（単純打歩） 

【Moa】（モ）  

中国象棋の馬（Mao）の斜め版。合駒の利く

八方桂。Mao が上下左右のマスに駒があると

先に進めないのに対し、Moa は斜めのマスに

駒があると先に進めない。  

 

（ 一 旦 斜 め に 一 マ

ス進み、次いで縦

横 に 一 マ ス 進 ん

だ 八 方 桂 の 位 置

に着地する。  

網 掛 け で 示 し た

所に駒があると、

そ の 先 の マ ス に

進めない。）  

【中立駒】（「 」あるいは「n 駒」）  

どちらの手番でも動かせる駒。  

横向きの字か横に n を付加して表記。  

（補足）  

取り方や動かし方は以下の細則に従う  

1) 中立駒の動きは現手番の駒としての動き

となる（利きが非対称な駒の場合に要注意） 

2) 中立駒は現手番の駒として成れる場合の

み、成ることができる  

3) 中立駒はどちらの手番でも取ることがで

き、持駒になる。この時、所属は取った側

の持駒だが中立性は失わず、再び盤に戻っ

たときには中立駒として振舞う。  

4) 中立駒は現手番側の駒を取れない。相手側

の駒や、中立駒は取れる。  

5) 二歩禁が適用される。手番を問わず、中立

駒の歩や通常の歩がある筋に、更に中立駒

の歩を打つことはできない。  

6) 中立駒は行き所ない駒にならない。  

→詳細は WFP61 号の「中立駒の紹介」の記

事を参照してください。  

【Locust】（蝗）  

フェアリーチェスの Locust（蝗）。クィーン

の利きの方向にある敵駒を跳び越えその先

の空きマスに着地し、跳び越えた敵駒を取る。 

 （○が蝗の利き。  

■は敵駒。■が

味方の駒だった

り、○の地点が埋

まっていると跳

べない。）  

【Lion】（鬣）  

フェアリーチェスの Lion。クィーンの利きの

方向に駒を１つ跳び越えその先の任意のマ

スに着地する。着地点に敵駒があれば取れる。 
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 （○が鬣の利き。  

■は敵または味方

の駒。○の地点が埋

まっていると、その

先には跳べない。）  

【強欲】  

駒を取る手を優先する。  

【透明駒】  

位置・種類が不明の駒。  

着手の合法性、攻方王手義務を満たせる可能

性があれば、それを満たしているものとして

手順を進めることができる。  

→透明駒の詳細及び例題は、WFP83 号「透明駒

のご紹介」等を参照してください。  

 

 

≪第 77 回 WFP 作品展≫（再掲）  

解答締切：2015 年 12 月 15 日（火）  

■  77-1 上谷直希氏作  

 

■  77-2 上谷直希氏作  

 

■  77-3 変寝夢氏作  

 

禁欲詰 27手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

銀

龍

桂 

香

玉

銀

香

Isardam協力自玉詰 10手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

角 歩
玉

レトロ協力詰 -2+1手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九金

なし

玉
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■  77-4 変寝夢氏作  

 

■  77-5 変寝夢氏作  

 

■  77-6 変寝夢氏作  

 

■  77-7 変寝夢氏作  

 

■  77-8 変寝夢氏作  

 

■  77-9 変寝夢氏作  

 

非連続王手レトロ協力詰 -2+1手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

なし

玉

歩

飛

非連続王手レトロ協力詰 -6+1手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

と

Ｇ

なし

玉

龍
※Ｇ：Grasshopper

最善詰 11手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

姫2

歩

桂

玉

歩金

角

※姫: Princess（角＋騎）

協力詰 5手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

雀

桂香

歩

玉

※雀: Sparrow（135°Grasshopper）

協力自玉詰 6手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

包2
玉

※包: Pao（象棋の包）

協力自玉詰 6手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

n鬣2

玉

※鬣:Lion、中立駒
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■  77-10 変寝夢氏作  

 

■  77-11 たくぼん氏作  

 

 

 

≪第 78 回 WFP 作品展≫  

解答締切：2016 年 2 月 15 日（火）  

■  78-1 神無太郎氏作  

 

■  78-2 ＤＤ++氏作  

 

■  78-3 ＤＤ++氏作  

 

協力自玉詰 6手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

薔2

玉

※薔: Rose（円形NightRider）

協力自玉詰 50手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

香

香

歩

桂

玉

銀

歩

桂

銀

香

歩

香

飛

なし

飛

玉

協力自玉ステイルメイト 12手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

飛角騎4

玉

※騎：Knight

協力詰 7手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

飛

角

飛

玉

角

※○：穴（着手不可、通過は可）

協力詰 17手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

香

桂

歩

飛

玉

飛桂

歩

※○：穴（着手不可、通過は可）
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■  78-4 ＤＤ++氏作  

 

■  78-5 変寝夢氏作  

 

■  78-6 変寝夢氏作  

 

■  78-7 変寝夢氏作  

 

■  78-8 変寝夢氏作  

 

■  78-9 変寝夢氏作  

 

打歩協力詰 53手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

○

○

○

○

○

○

○

○

○

龍

龍

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

歩

○

○

○

○

○

○

○

○

○王

○

○

○

○

○

○

○

○

○

なし

なし

金

金

歩

玉

※○：穴（着手不可、通過は可）

協力自玉詰 4手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

飛モ

玉

※モ：Moa（中国象棋の馬を45度回転）

協力自玉詰 4手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

角n蝗

玉

※n蝗：中立Locust

協力自玉ステイルメイト 10手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

桂

桂香

玉

鬣

銀

※鬣：Lion、n銀：中立銀

レトロ協力詰 -2+1手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

桂

玉

馬
レトロ協力詰 -10+1手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

なし

金

玉
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■  78-10 上谷直希氏作  

 

■  78-11 上谷直希氏作  

 

■  78-12 上谷直希氏作  

 

 

協力詰 5手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

桂

と

角

なし

銀

歩金

玉

飛

強欲詰 7手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

飛

角 桂 

玉

歩銀
協力詰 5手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

香

角

玉

※透明駒 攻方１枚、受方１枚
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推理将棋第９５回出題  

 担当：NAO 

 

将棋についての話をヒントに将棋の指し手を復

元するパズル、推理将棋の第９５回出題です。

はじめての方は どんな将棋だったの？ - 推

理将棋入門 をごらんください。 

 

解答、感想はメールで２０１５年１１月２０日

までに TETSU まで （omochabako@nifty.com） 

メールの題名は「推理将棋第９５回解答」でお

願いします。解答者全員の中から抽選で１名に

賞品リストからどれでも一つご希望のものをプ

レゼント！ １題でも解けたらぜひご解答くだ

さい。 

------------------------------------------ 

今月は９手易問から１８手難問まで３題を出題

いたします。 

 初級は Pontamon さんから九九シリーズの第二

弾、易しい短編です。 

 中級は渡辺さんから１１手詰の１条件。簡素

な条件にヒントが詰まっています。 

 上級はチャンプさんのお馴染み美野樫九兄妹

シリーズの作品。前回 93-3 は兄妹６人が登場

しましたが、今回は末っ子九美がたった一人で

戦いを挑みます。 

------------------------------------------ 

■本出題 

９５-１ 初級 Pontamon さん作  

七の段の九九（７×８＝５６） ９手 

５６と７８の二カ所。どの駒を打つか推理 

しよう。 

９５-２ 中級 渡辺秀行さん作  

と金と成駒   １１手 

と金を早く作る手順を推理しよう。 

９５-３ 上級 チャンプさん作  

美野樫９兄妹の一局(その９) １８手 

成も不成もダメ。９筋での小駒の活用法を 

推理しよう。 

------------------------------------------ 

■締め切り前ヒント （１１月１３日頃コメン

ト欄に掲載 ＮＡＯ） 

 

 

 

 

９５-１ 初級 Pontamon さん作   

七の段の九九（７×８＝５６） ９手 

 

「パパ、今日、学校で七の段の九九を習った

よ」 

 「そうか、じゃ、シチハは？」 

 「５６だよ」 

 「偉いな。パパも７×８＝５６の九九を使っ

た推理将棋の問題を作ったぞ」 

 「どんなの？」 

 「７８地点と５６地点に駒を打つ９手詰みの

推理将棋さ。駒成りは１回だけなんだ。すごい

だろ」 

 「そんなの、僕、わかんないよ」 

 

さて、どんな将棋でしょうか？ 

 

（条件） 

•９手で詰んだ 

•７８地点と５６地点へ駒を打った 

•駒成りは１回だった 

------------------------------------------ 

９５-２ 中級 渡辺秀行さん作   

と金と成駒 １１手 

 

「と金を成駒で取ったって？それでどうなった

の？」 

「うん。１１手で詰んでしまったよ」 

 

（条件） 

•１１手で詰んだ 

•と金を成駒で取った 

------------------------------------------ 

９５-３ 上級 チャンプさん作  

美野樫９兄妹の一局(その９) １８手 

 

健一「よしよし次は誰で行くかな」 

 九美「なぁ健にぃ、ウチ一人でやってみたら

ダメかなぁー？」 

 健一「九美ひとりでか？」 

 七海「わたくしからもお願いします・・・」 

 八重「やるからには勝ちなさい」 

 六実「うんうん、ちゃちゃっと倒してきて～

九美ちゃん」 

 隆二「兄ちゃんたちも応援してるぜ」 

 九美「うん、がんばってみるよぉー」 

 

・・・対局開始・・・ 
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九美「ウチの後手だねぇー」 

九美「ふぅーんキミはイキナリ飛を動かすんだ

ぁー」 

九美「あ、７手目から同と付く手が３回続いた

ねぇー」 

九美「これで詰みかなぁー？18 手で終わっち

ゃったねぇー」 

九美「最後の角の手までウチ小駒ばっかり指し

てたなぁー」 

九美「成る手も不成の手も無かったのは珍しい

かもねぇー」 

 

圭五「マジかー！九美ってあんなに強かったっ

けー？」 

四郎「実は今回に向けて九美が一番練習してき

たんだよね」 

源三「知らんかったわ、わしとは意気込みがち

ゃうな・・・」 

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？ 

 

（条件） 

•１８手で詰んだ 

•後手は９筋の着手のみ 

•初手は飛の着手 

•７～９手目は同と付く着手 

•成る手も不成の手も無かった 

•最終手の角が後手唯一の大駒の着手 
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推理将棋第９６回出題  

 担当：NAO 

 

将棋についての話をヒントに将棋の指し手を復

元するパズル、推理将棋の第９６回出題です。

はじめての方は どんな将棋だったの？ - 推

理将棋入門 をごらんください。 

 

解答、感想はメールで２０１５年１２月２０日

までに TETSU まで （omochabako@nifty.com） 

メールの題名は「推理将棋第９６回解答」でお

願いします。解答者全員の中から抽選で１名に

賞品リストからどれでも一つご希望のものをプ

レゼント！ １題でも解けたらぜひご解答くだ

さい。 

 

------------------------------------------ 

 

今月は９手易問から１５手難問まで３題を出題

いたします。 

 

初級は簡素な二条件９手詰。マイスター渡辺さ

んからの易問を出題します。 

 中級はチャンプさんの美野樫九兄妹シリーズ

の第１０弾１５手詰。隆二と七海、歳の離れた

兄妹二人がコンビを組んで戦います。 

 上級は骨のある１５手詰。今年もトリははな

さかしろうさんから本格推理問題の出題です。 

 

[２０１５年１１月２５日最終更新]  

９６-２、９６-３修正 

 

９６-２および９６-３は余詰がありました。 

粗検深くお詫び申し上げます。 

•９６-２：不手際があり修正前の問題を出題し

てしまいました。修正版に差し替えいたしま

す。 

•９６-３：「駒を取らない１筋の手が１手だけ

あった」を追加して修正といたします。 

 

なお、解答につきましては元の条件を満たして

いれば正解とさせていただきます。 

 

（１１月２５日 ＮＡＯ） 

 

 

◇年賀推理将棋の作品募集◇ 

 

恒例の年賀推理将棋特集を年末に出題する予定

です。難易度問わず作品を募集します。投稿〆

切１２月４日。 

•第９７回、９８回出題：年末年始、年賀詰

（"2016", "16", "28", "11", 干支"申"、にち

なんだ推理将棋） 

 

その他、下記特集を予定。作品募集中です。 

•第９９回出題：９手詰（究極の９手、難解

作） 

•第１００回出題：１０手詰＋難度ゼロ 

•第１０１回出題：１０手詰＋１条件 

 

------------------------------------------ 

■本出題 

 

今回より作者の敬称は省略させていただきま

す。 

９６-１ 初級 渡辺秀行 作  

金引の謎 ９手 

"金引"と棋譜表記するために必要な手を推

理しよう。 

９６-２ 中級 チャンプ 作  

美野樫９兄妹の一局(その１０) １５手 

２筋と７筋。離れた二つの筋の有効手を推

理しよう。 

９６-３ 上級 はなさかしろう作  

一番街の駒取り祭 １５手 

１筋の駒取りが５回。効率のよい取り方を

推理しよう。 

------------------------------------------ 

■締め切り前ヒント （１２月１３日頃コメン

ト欄に掲載 ＮＡＯ） 

------------------------------------------ 

９６-１ 初級 渡辺秀行 作   

金引の謎 ９手 

 

「謎だなぁ、この 41 金引という棋譜は。たっ

た９手で詰んだというのに」 

 「２手目と３手目は同じ筋に指したんだね」 

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？ 

 

（条件） 

•９手で詰んだ 

•４１金引という棋譜表記があった 
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•２手目と３手目は同じ筋に着手した 

------------------------------------------ 

９６-２ 中級 チャンプ 作  

美野樫９兄妹の一局(その１０) １５手 

 

健一「九美があんなに強くなってたとは驚きだ

な」 

六実「八重ちゃんが一番相手になってあげたん

だよね～」 

八重「勝って当然ですわ」 

 

隆二「兄貴、今日はやけに静観だな、やらない

のかい？」 

健一「ああ、なんか見てる方が面白くなってき

てな」 

隆二「らしくないこともあるもんだな」 

健一「お前こそ、まだ物足らない感じなんじゃ

ねぇのか？」 

隆二「そうかもな、じゃ次は七海と二人で行か

せてもらおうか」 

七海「え・・・わたくしとですか？」 

九美「おぉー？二人でするのぉー？」 

隆二「引き立て役二人で敵を蹴散らしてやろう

ぜ」 

七海「予期せぬ事態に動揺を隠せませ

ん・・・」 

 

源三「なんや、珍しいペアで行きよったな」 

六実「隆ちゃん頼りになるから大丈夫よ～」 

四郎「ああ見えて七海も相当強いからね」 

 

隆二「こっちの先手だな、さぁ行くぜ七海」 

七海「は、はい・・・」 

 

・・・対局開始・・・ 

 

四郎「あ、終わったみたいだよ」 

 

隆二「15 手で仕上げてやったぜ」 

隆二「俺と七海、二人で交互に指してやった

よ」 

隆二「成る手は無かったが、お互い角を打つ手

があったな」 

隆二「成る手は無かったが、同じ地点に６回も

着手があったな」 

七海「・・・察するに 10 手目の△33 玉が問題

かと」 

 

圭五「二人ともすげぇー！息の合ったパス回し

に感動したぜー」 

源三「ほぉ・・・やりよるなぁ・・・」 

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？ 

 

（条件） 

•１５手で詰んだ 

•先手は２筋と７筋の手を交互に指した（初手

は２筋か７筋のいずれか） 

•成る手は無かった 

•先手後手ともに角打ちがあった 

•同一の地点に６回着手があった 

•１０手目は△３３玉 

------------------------------------------ 

９６-３ 上級 はなさかしろう作  

一番街の駒取り祭 １５手 

 

「どうだった？ 最近町が静かすぎるから、リ

アル将棋祭を企画したんだけど」 

 「うん、面白かったよ。15 手で詰んだみたい

だけど、その間に成駒が２回と生駒が３回も取

られたからね。しかも駒取りはすべて、目の前

の１筋で起きたからラッキーだった。駒を取ら

ない１筋の手はたったの１手だけだったよ」 

 「そりゃなんたって駒取りが華だから、特別

観覧席のある一番街でやる決まりなのさ」 

 「なるほどそういうことか。実は、なにしろ

盤が大きいから、局面がどうなっているのかま

ではよくわからなかったんだ。先手が歩の手を

１回だけ指したのと、その手に対して後手が三

段目の手で応じたのが、ちょっと変わってるな

ぁとは思ったんだけど」 

 「やっぱり見づらいかぁ。大型スクリーンと

かドローンとか、工夫がいるかなぁ」 

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？ 

 

（条件） 

•１５手で詰んだ 

•駒取りは１筋のみで、成駒が２回、生駒※が

３回取られた 

•駒を取らない１筋の手が１手だけあった 

•先手唯一の歩の手に対して後手は三段目の手

で応じた 

 

※生駒というのは成駒ではない駒のことです。 
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 今回はちょっとばか自殺詰を取り上げてみま

す。近年は協力自玉詰とルール名を表記するこ

とが多いですが、あえてばか自殺詰としたのは

このルールが爆発的な人気？を博した 1980～

1990 年代を意識してのことです。小野小町氏の

「集積回路シリーズ」や赤木誉幸氏「なりなり

シリーズ」などの長編作が詰パラに掲載された

時分には胸高鳴ったものです。しかしながら私

も当時はフェアリー（特に自殺系）の解図力は

全くでしたのでほとんど解けませんでした。ば

か詰とばか自殺詰の間にはかなり高い垣根があ

ると思います。  

ばか自殺詰の短編は難しいものが多いので

すが、長編は筋が見えればそうではないものが

多いのです。創り手からいえば難しくすると余

詰の可能性が上がる（検討も大変）という事で

しょう。1980～90 年代のばか自殺詰の余詰率

はかなり高い（当時は FM も無いので全て人力

検討なので当然といえば当然）。  

 ばか自殺詰の長編といえば私が思うに２つの

主流があると考えています。持駒消去型と、自

殺するのに必要な後手駒を遠くから連れてくる

もの（連行型とでもいいましょうか）。  

 持駒消去型は、攻方の持駒が無ければ合い利

かずで詰まされるのに持駒を持っているが故そ

れが実現しないというケースで、なんらかの方

法で攻方持駒を消去（浪費）して持駒を無くす

という手順になります。  

 たとえばこんな作品  

 

Dr.ドラゴン 詰パラ 1988/8 ﾌｪｱﾘｰﾗﾝﾄﾞ 

  

「17 歩  15 玉  16 歩  同玉  」×17 

17 歩  15 玉  16 歩  同飛  まで  72 手  

 

 攻方の持駒が歩１枚なら、17 歩  15 玉  16

歩  同飛  までの 4 手で 17 に合をする駒があり

ませんので詰みです。というわけで 17 歩  15

玉  16 歩  同玉という手順で 1 歩消去出来るの

でそれを 17 回繰り返すということになりま

す。この型の特徴は「持駒歩 18」とかやたら

１種類の持駒が多いときにはこの型と見て間違

いありません。解答も上記のように省略できる

のが特徴でもあります。大抵の場合、そんなに

難易度は高くない場合が多いです。ただし例外

もあります。たとえば下図。  

  

神無太郎 詰パラ 2001/6 ﾌｪｱﾘｰﾗﾝﾄﾞ 

  

24 金  12 玉  13 金  同玉  79 角  同飛成   

「68 角  57 金  同角  46 桂  12 金  同玉  13 歩  

同玉  46 角  35 金  同角  24 角  12 金  同玉  13

歩  同角  24 桂  同角  13 歩  同角  同角成  同

玉」  ×6 

68 角  同龍   

まで  140 手   

 

サイクル中に歩を 3 歩消費しますので、繰り

返し回数は 6 回となり手数は大幅には増えま

せんが、そのサイクルの中身が高密度で金桂角

金と合駒が出て、金捨てで 12 に玉を落として

13 歩で歩の消去が 2 回、桂で一旦角を 13 か

らどかして再び歩 1 枚消去と超濃密の内容と

なっています。まあこの作品は例外中の例外で

す。  

 

ばか自殺詰 72手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

歩18 

香

玉

香

飛

ばか自殺詰 140手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

玉

香

香

飛

金

金

角2 歩18 

桂

玉

桂

桂

金

金飛
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Dr.ドラゴン氏の作品では１歩消去に 4 手費や

していますが、このサイクルの手数を増やすこ

とが出来れば、超長編も夢ではありません。  

話のついでみたいですが、作品の募集をしてお

きましょう。  

 

作品募集  

・ばか自殺詰  

・持駒：歩 18 を含む  

・通常盤  

・解答で、どこかで「・・・」×17 と書くこ

とが出来る  

・通常駒数（後手持駒制限可・・・通常駒数以

下 OK）  

 

*1 歩消去サイクルが出来るだけ長手数になる

よう期待しています。  

 

送り先：WFP 編集部まで 2015/12/15 締切  

 

次に連行型を説明します。たとえばこんなばか

自殺詰のこんな図  

 

88 歩  同と  迄 2 手で自殺出来ます。これはと

金が 77 に居るから出来るわけで、このと金が

遠くに居ればなかなか簡単にはいきません。な

ぜなら先手は後手玉に王手をかけないといけな

いからです。たとえば 77 とを 67 に移動して

みましょう。先手の持駒に金を加えれば、77

金（王手でと金が呼べました）同と  88 歩  同

と  迄となります。もう１つ離して 57 にと金

を移動して、持駒に飛を加えてみます。（持

駒：飛金歩）もうお分かりでしょう。67 飛、

同と以下 6 手となりますね。後手玉の周りに

後手の駒が居なくて遠くの方にポツンと居る場

合はこのケースと見ていいでしょう。  

簡単な例題用作品はなかなかないのですが、た

とえばこの作品  

佐々木浩之 1987/5 詰パラ ﾌｪｱﾘｰﾗﾝﾄﾞ 

 

 

合駒と移動合を上手く利用し 95 とを連行して

くる好作です。ちょっと難しいですが考えてみ

てください（手順は最終ページをご覧下さい）  

 

前談が長くなりましたが、連行型のくるくる作

品を１作出題します。  

 

くるくる 7 たくぼん作 ばか自殺詰 88 手  

 

*後手持駒制限があります。合駒の飛を上手く

使って 16 歩を 88 まで連れてきてください。

88 手は長そうですが主要部分は繰り返し手順

ですので恐れることはありません。  

 

解答送り先：たくぼん takuji@dokidoki.ne.jp 

締切：2015/11/15 

  

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九玉

歩　

と玉

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

玉

香

と

香

と

と

桂飛

なし

香　

歩

玉

歩

と

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

歩

香

歩

飛

香

玉

馬

歩

桂

歩

なし

飛　

歩玉
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第76回WFP作品展結果 担当：神無七郎 

第 76 回 WFP 作品展の結果を報告します。  

今回は解答者わずか４名。全題正解者なし、

76-6 と 76-10 は作者以外の正解者なしという、

残念な結果になりました。全体の解答成績は以

下の通りです。  

〔第 76 回 WFP 作品展成績〕（敬称略）  

○：正解 －：無解  

解答者名  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計 

たくぼん  ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － 8 

変寝夢  ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 

一乗谷酔象  ○ ○ － ○ ○ － － ○ － － 5 

井上順一  ○ － － － － － － － － － 1 

透明駒も含め今回はさながらフェアリー駒

の特集（フェアリー駒を使っていないのは 76-3

のみ）だったのですが、今回は特に初登場の駒

が多かったせいか解答は減ってしまいました。  

詰パラ 12 月号に掲載予定の「氾濫 43」もフ

ェアリー駒特集ですが、これも解答者が集まる

かどうか心配です。  

■  76-1 上谷直希氏作（正解４名）  

 

【ルール】  

 透明駒  

位置・種類が不明の駒。  

着手の合法性、攻方王手義務を満たせる可能

性があれば、それを満たしているものとして

手順を進めることができる。  

→透明駒の詳細及び例題は、WFP83 号「透明駒

のご紹介」等を参照してください。  

【解答】（※カッコ内は判明した透明駒の種

類）  

13 歩  同 X(=金、角、馬、飛、龍 )  

24 桂  同 X 13 歩 (24X=金 ) 同 X(=飛、龍 )  

同銀  同玉  12 飛  同玉  22 角成  まで 11 手  

 

（詰上り）  

 

【作者のコメント】  

2 つの透明駒があったとしたら、駒を取った

にしてもどっちで取ったかわからないのではな

いか。どうしたらどっちで取ったかわかるよう

になるだろうという疑問が発想の起点でした。  

その解決案は同地点への捨て駒という、なん

というか純情なアイデア。初手および三手目の

駒を取った駒が別物なら再度の 13 歩が打てな

いはずです。  

王手放置もありえないので 24 の駒の利きは

金であることもわかりました（成駒の可能性が

あるので駒種はわかりません）。24 の駒にはナ

ナメ後ろへの利きがなく、再度の 13 歩を取っ

た駒は 2 枚目の透明駒であることもわかります。

24 が埋まっているので、角や銀ではなさそうで

す。21 地点の桂馬は反則ですし、金か馬か飛で

しょうか。  

 

ところで 24 の金はどこから来たのでしょう

か。王手放置の可能性を除外すると、初形では

14 にいたことが確定できてしまうのです。  

よって二度目の 13 歩を取った駒は飛で確定

ですね。  

 

思った以上に素直な手順になってしまいま

した。重厚感がもう少し欲しいですね。  

詰将棋 11手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

銀

玉

桂 歩2

玉

※透明駒 攻方0枚、受方2枚

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

馬

玉

なし

玉

金
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【解説】  

透明駒を使った作品では、あたかも反則のよ

うな手を指して透明駒を限定する手筋がありま

す。本局の初手 13 歩はまるで打歩詰ですが、実

は透明駒があるので打歩詰でない、と主張する

ことにより（攻方の手は合法的な王手である可

能性がある限り合法手なので）、透明駒は 13 歩

を取れる駒に絞られるという寸法です。  

本局で透明駒を可視化する目的は、飛を手に

入れることですが、それはすぐには達成されま

せん。まず、13 歩に同 X と取らせたところで、

X は「金、角、馬、飛、龍」のどれかに絞られ

ます。21 桂が歩を取った可能性は、13 歩が指

せる時点で王手放置ではないとして、排除され

ます。更に 24 桂で王手放置ではないことから

「金、角、馬」に可能性が絞られ、更に「同 X 

13 歩」と続けると、王手放置ではないことから

X＝金が確定します。厳密に言えば、4 手目を指

した時点では 13X が 24 桂を取ったのではなく、

別の透明駒が 24 桂を取った可能性も残ってい

るのですが、その可能性も 5 手目 13 歩で排除

されます。13 が空いてないと駒は打てませんか

らね。  

最初の透明駒が金に確定すれば、次は簡単で

す。13 歩が王手放置ではないことを考えれば、

この金は最初 14 に居たことになり、4 手目には

それが 24 に居るわけですから二度目 13 歩を取

れる駒は１筋の飛か龍しかありません。最後は

入手した飛を捨てて鮮やかな収束で締めくくり

ます。  

透明駒は合法手・非合法手の境界を解答者に

強く意識させます。上の解説でも「打歩詰」や

「王手放置」などの言葉が何度も出てきました

が、すべての駒が見えている通常の状況では、

我々は無意識に非合法手を排除しています。息

を止めることで空気の存在を思い出すように、

透明駒作品を解くことで、我々は「将棋の仕組

み」を思い出すことができるのです。  

【短評】  

井上順一さん  

5 手目の 13 歩で、4 手目の 24 同 X が 2 手目

に 13 同 X とした透明駒によるものとわかる。 

よって 5 手目の時点で、透明駒の内 1 枚は 24

金と可視化される。  

この金は初形では 14 にいたことになるので、

5 手目の局面で 14 に駒は存在しない。  

6 手目の同 X はもう 1 枚の透明駒によるもの

となるが、21 桂や 23 金 (飛 )は攻方の玉に王

手がかかってしまうためあり得ず、また 14 に

駒がないことから、15 以遠の飛か龍によるも

のと決まる。  

よって 7 手目の 13 同銀によりもう 1 枚の透

明駒は攻方持駒の飛と可視化され、9 手目に

打つことが可能となる。  

 

駒を打つしかないので手順の発見は難しく

ないが、駒を捨てて透明駒の正体を判明させ

るのがうまくできている。  

 

変寝夢さん  

逆王手が掛かっているとは思わなかった。  

１３歩が打診ということかな。  

 

一乗谷酔象さん  

5 手目 13 歩で 24＝金と確定し、6 手目 13 同

Ｘが飛 (飛生、飛成、龍のいずれか）と確定す

る訳ですね。なるほど。  

 

たくぼんさん  

2 回目に取らすことで飛と判明させるのが面

白いアイデア。  

 

☆本局は解答者全員正解。短評からも本局が難

解でない好作だったことが分かります。  
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■  76-2 上谷直希氏作（正解２名）  

 

【ルール】  

 協力自玉詰  

先後協力して攻方の玉を詰める。  

【解答】  

－X 33 飛  －X 13 飛  まで 4 手  

（詰上り）  

 

【作者のコメント】  

合駒を直後に動かせる状況はかなり限定さ

れるというわけですね。  

3 枚もある透明駒が 4 手で全て判明するほど

の威力を発揮します。  

 

（局面の一例）  

 

 

また同じようでも 2 手目 53 飛合としてしま

うと、初形は一例としてこうであったことにな

ります。  

 

（局面の一例）  

 

これでは 4 手目 13 飛に対して 14 飛の受けが

生じてしまうのでダメ。  

2 手目 57 飛合も同様です。  

 

合駒を直後で動かす手法は短編ばか詰をつ

くったことをある方ならおなじみの手順になり

ます。  

4 手詰でまとめた本作ではいかにも物足りな

さを感じます。スケールとしては 5 手のばか詰

としてまとめるのが妥当だろうと多くの方が考

えるだろうし、私自身もその路線でかなり考え

ました。そしてそれがうまくいかないことは調

べ尽くしたつもりです（もし違ったらごめんな

さい）。  

消去法的に価値を見出しての投稿なので複

雑な気分ですね。透明駒の基本手筋は出揃って

ない感がありますし、どんなことができるか、

やってみないと気付けないことも多いですし、

協力自玉詰 4手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

玉

なし

玉

※透明駒 攻方3枚、受方0枚

持駒
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六
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玉
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圭

なし　

飛

玉

※31Ｘは攻方飛または龍

持駒
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自身が手がけた領域の結論を報告していって無

意味ではなかろうと信じたいです。  

【解説】  

一見ありえないような手で可能性を絞り込

むのが透明駒可視化の手筋。本局で使われてい

るのは「合駒を直後に動かす」手筋です。  

合駒が次の手番で動くのは、合駒請求した元

の駒が動き、ピンが外れるケースが一般的です

が、本局では飛が大きく動くのでこれに該当し

ません。本局では合駒と合駒を請求した駒の間

に別の駒が入って利きを止めてしまうという、

かなりレアな現象を利用しています。  

本局は初手 33 飛合で透明駒が 31 または 32

の飛（または龍）であることが示されます。次

に 33 飛が 13 に移動したことで、初手が 31 飛

（または龍）であり、32 に遮蔽駒が入ったこと

が分かります。更に 3 手目が王手で、4 手目が

それを外す手であることから 13 角 24 桂の形か

ら 32 桂成としたことが分かります。そして、透

明駒が全部盤上に現れてしまったことで、攻方

の持駒に透明駒がないことも確定し、13 飛に合

駒なしの詰みとなります。33 に打たれた飛が 1

3 に移動する、ただそれだけで３枚の透明駒の

配置が決まってしまうのは驚きですね。  

もう一つの驚きは、この凝った手順を双裸玉

という最小限の配置で実現していることです。

そのためには平凡な筋で詰まない配置を網羅的

に調べないといけないので、この図に辿り着く

までには相当な時間を要したはずです。  

また、作者は「協力自玉詰 4 手」ではなく、

「協力詰 5 手」の形式を使った場合、この手筋

を実現できないと予想しています。この予想が

妥当かどうか、読者諸氏の検証を待ちたいと思

います。  

【短評】  

一乗谷酔象さん  

２手で３枚を限定できるのが凄い（初手 31 飛

生か龍、3 手目 32 桂成）。  

 

たくぼんさん  

最初は初手角打 24 飛かと思ったがダメで初

手飛打 24 桂に気付いた。見た目双裸玉から

の限定とは素晴らしい作品。  

■  76-3 上谷直希氏作（正解１名！）  

 

【ルール】  

 背面  

敵駒と背中合わせになったとき、互いに利き

が入れ替わる。  

 協力自玉ステイルメイト  

先後協力して最短手数で攻方をステイルメ

イトにする。  

【解答】  

18 銀  28 玉  17 銀  18 飛  27 銀  37 玉   

26 銀  27 飛  46 銀  26 玉  38 桂  39 角   

37 銀  38 飛生  35 銀  同飛成  まで  16 手  

（最終形）  

 

【作者のコメント】  

序盤の趣向的手順が面白い？  

5 段目を縛る龍を遠い 18 で発生させるのは

意外かもしれません。  

背面協力自玉ステイルメイト 16手
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【解説】  

近年の双裸玉における重厚長大化路線を反

映した作品。  

初形で２つの玉は結構離れています。持駒に

大駒があれば距離の問題は解決するので、大駒

を手に入れたいところですが、それには 7 手も

かかります。16 手の長丁場とはいえ、さすがに

これでは手数が足りません。  

となると次は玉を近づけることを考えたく

なります。手数にも余裕があるので「18 銀  28

玉  27 銀  37 玉…」などとしてから、さあどう

しようかと考えるのが普通だと思いますが、実

はもうこの時点で失敗は確定しています。27 銀

とする前に、3 手目から「17 銀  18 飛」の 2 手

を挿入するのが気付きにくい伏線です。  

この手が効果を発揮するのが 14 手目 38 飛

生。銀を飛に変えると同時に、「背駒外し」で 3

9 角を元の利きに戻し、一気に飛と角が両方使

える形になりました。14 手目が「不成」で、直

後の 16 手目が「成」という対比も良いですね。  

飛 2 枚と角で包囲網する最終形は「背面」と

無関係なので、フェアリーメイトを求める方に

は物足りないかもしれませんが、華麗な銀の動

きと、大駒（特に 18 飛）の活用が目覚ましく、

気持ちの良い手順だったと思います。  

 

ここで冒頭に述べた双裸玉の重厚長大化に

ついて補足しておきましょう。  

双裸玉という出題形式が現れた当初、普通詰

将棋の裸玉がそうであったように、作品に求め

られるのは「とりあえず完全である」というこ

とでした。その後、何か面白い手が一つ入って

いれば良いという時代や、もっと高度な内容が

求められる時代が訪れ、現在では複数の手筋を

盛り込む中編や、盤上を玉が旅する壮大な長編

が双裸玉でも見られるようになりました。  

これには小規模な双裸玉が機械的に調べら

れるようになったことも関係しています。「作品」

としての双裸玉は、大規模化して作者の意志を

反映させる必要があるわけです。  

こんな時代に頼りになるのが「協力自玉ステ

イルメイト」というルールです。このルールは

駒余りを心配する必要がないので、持駒の種類

や数で手順をコントロールできます。もちろん

完全なコントロールは不可能ですが、作者の望

む方向に手順を誘導しやすいわけです。大規模

双裸玉を作るのに向いたルールは他にもあると

思いますが、双裸玉が「発見」ではなく「創作」

になった現在、「協力自玉ステイルメイト」は最

も有力な選択肢の一つです。  

【短評】  

変寝夢さん（※無解）  

最後の大駒の畳かけは素晴らしい。  

 

たくぼんさん  

（28 銀、18 玉、17 銀、27 玉、28 銀、26 玉、

17 銀、35 玉、47 桂、48 角、26 銀、27 飛、

46 銀、47 飛生、44 銀、45 飛打、24 銀、同

玉）の筋（後半が面白い手順）が非限定+２手

オーバーを克服できず。  

がむしゃら流に頼ることになりました。  

 

☆たくぼんさんが読んだ紛れ筋は、のんびりし

た入り方ですが、それでも 18 手なのですね。

裸玉や双裸玉の創作は余詰との戦いですが、

こういう分野ではｆｍによる機械検討が本

当に頼りになります。  

 

■  76-4 変寝夢氏作（正解３名）  

 

【ルール】  

 Orphan（谺）  

フェアリーチェスの Orphan。  

本来は利きを持たないが、敵駒に取りを掛け

られると、その駒の利きを持つ。  

（補足）  

・複数の駒から取りを掛けられると、それら

を合成した利きになる。  

・敵 Orphan から利きを写すこともできる。

利きの転写は再帰的で、利きが増えた結果、

更に多くの Orphan を巻き込み、相互に利

協力詰 5手

持駒
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きを増幅させることも可能。  

 協力詰  

先後協力して受方の玉を詰める。  

 

【解答】  

65 と  同と  44 角  55 桂  67 谺  まで  5 手  

（詰上り）  

 

【作者のコメント】  

原理図。２手省いて例題にしていただいても

結構です。  

【解説】  

Orphan の基本的性質である「利きの合成」を

示す原理図。詰上りで Orphan は玉と桂を合わ

せた利きになっています。「利きの合成」は天竺

ルールの玉が持つ性質なので、その類推で考え

れば良いでしょう。  

Orphan を玉の周辺に打つと、自動的に王手に

なります。特に「頭谺」は「頭金」と同じ感覚

で、玉のとどめを刺すのに使えます。本局では

それに桂の利きが加わって一層強力になり、不

安定な中段玉を捕獲します。  

桂の性能を加えるには、受方の桂を玉頭に利

かせねばなりませんが、それを「55 と」が邪魔

しています。初手「65 と」は邪魔な「55 と」を

移動させるのが目的ですが、中段玉の脱出防止

に働いているように見える「64 と」をいきなり

捨ててしまうのは抵抗感がありますね。  

本局は原理図として作られた作品ですが、こ

の冒頭 2 手で作品になっています。  

【短評】  

一乗谷酔象さん  

玉＋桂とは効きが強い。  

 

たくぼんさん  

解図経過：  

①48 角、57 飛、67（77）金…を読む、詰ま

ない。  

②67 歩や 65 と、57 玉…以下合駒なしの順を

読む、詰まない。  

③65 と、同と、44 角の順を読むがあと 2 手

で詰むと思えず捨てる。  

④放置  

⑤再び 48 角、57 飛、67 金の順を並べる。  

この時ふと 67 金に桂の利きがあればいい

なあと気付く。  

⑥57 桂合する。→67 に利きが無いことに気

付き失笑。  

⑦自分が作るなら 55 桂置けば一作できそう

だ。  

⑧あれ？そうか作意か（笑）。  

 

☆詳細な解図実況ありがとうございます。  

多分誰もが 48 角で合駒する筋から考えたの

ではないでしょうか。本局の頭２手を削って

例題にしなくて良かったと思います。  

 

■  76-5 変寝夢氏作（正解３名）  

 

【解答】  

91 角  82 飛  52 谺  72 香  まで  4 手  

（詰上り）  
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【作者のコメント】  

銀杏返しです。  

【解説】  

Orphan を利用した変形銀杏返し。  

銀杏返しは協力自玉詰で好んで使われる大

技なので、勘の良い方なら「協力自玉詰」「4 手」

「持駒 2 枚」という初形の設定を見ただけで予

想は可能です（実際、たくぼんさんがそうだっ

たようですね）。  

でも、Orphan で銀杏返しというのはどうやる

のでしょう？ 銀杏返しは合駒が逆王手になっ

て、しかも取れないという状態を作るわけです

が、「91 角  82 飛  52 谺  53 角」と進めても自玉

は全然詰んでいませんし、53 角は「同谺」と取

ることもできます（しかもこれが王手になって

いないので、完全な失敗！）。  

実は合駒は王手駒と玉の間にするとは限り

ません。Orphan の場合は、Orphan と Orphan

へ利きを供給する駒の間に合駒しても良いので

す。本局の最終手 72 香が正にその合駒。飛の利

きが遮断され、Orphan は本来の利きのない状態

に戻り、72 香を取ることはできません。「取れ

ない合駒ができる」、これが Orphan の重要な性

質です。  

【短評】  

一乗谷酔象さん  

第一感の 99 角は失敗。  

 

☆上下非対称な「香」の有難さが分かります。  

 

たくぼんさん  

4 手だとこの詰上りしか思いつきません。  

■ 76-6 変寝夢氏作（正解１名）※実質正解者な

し 

 

【解答】  

14 谺 34 玉 32 谺 11 飛 22 王 12 金 まで 6 手 

（詰上り）  

 

【作者のコメント】  

Oｒを２枚使ってみました。  

【解説】  

前局と同じく Orphan を使った銀杏返し。前

局が香合による縦型銀杏返しだったのに対し、

本局は金を使った横型銀杏返しです。  

前局と同じ主題を使っているにも関わらず、

本局が実質正解者ゼロとなった要因は 4 手目 11

飛の逆王手にあります。普通、受方玉からこん

なに離れた場所で逆王手をくらったら、そこで

王手が途切れるので、読みを打ち切ってしまい

ます。ところが、この局面では王の背後に

Orphan が控えているために、自玉を動かして開

き王手ができるのです。  
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本局は銀杏返しによる逆王手を含め、わずか

4 手の間に先後合わせて逆王手３連発。自玉が

動く自玉詰は詰上りの想定が難しく、それだけ

で難解作になる傾向が強いのですが、Orphan 独

特の開き王手が加わったことで、遂に正解者が

いなくなってしまいました。  

Orphan が２枚あると（特に双方が Orphan を

持っていた場合）、双方の Orphan の間で利きの

増幅が起こって、利きが目まぐるしく変化する

場合があるのですが、本局は Orphan が２枚と

も攻方の持駒で、手数も短いので、相手に渡る

心配はありません。１枚は退路封鎖用、もう１

枚は最初の王手と銀杏返し用という具合に役割

もきちんと分かれています。でも近い将来、

Orphan が盤上にたくさん置かれ、利きの変化が

錯綜する作品が登場することもあるでしょう。  

【短評】  

たくぼんさん（※無解）  

かなり考えたけど解けません。ルールの把握

が出来ていない可能性もありますが・・・  

 

☆まあ初めてですから無解も仕方ないでしょう。

この手筋は一度見たら、絶対に忘れないと思

います。  

 

■  76-7 変寝夢氏作（正解２名）※実質１名 

 

【ルール】  

 中立駒（「 」あるいは「n 駒」）  

どちらの手番でも動かせる駒。  

横向きの字か横に n を付加して表記。  

 ナイト（騎）  

チェスのナイト。八方桂。  

（○が騎の利き）  

【解答】  

32n 角  25 玉  46n 騎  67n 騎   

43n 角成  34 角  まで  6 手  

（詰上り）  

 

【作者のコメント】  

中立飛に飛合の詰め上がりを４５度傾けて

みました。  

【解説】  

中立駒の「敵駒」としての特性を活かして、

中段にいる自玉の包囲網を作る作品。  

出題時のヒントにでも触れましたが、後半 4

手の仕組みは 70-10 と同じ。つまり「１枚目の

中立駒で王手し、直後に移動させて退路封鎖に

使う」、「２枚目の中立駒で王手し、取れない位

置に合駒して詰める」という手順構成が使われ

ています。特に 3 手目玉の傍に打った中立騎を

直後に 67n 騎と跳ぶ手順の流れは「ソッポ行き」

の手筋に通じるものがありますね。最後の取れ

ない角（取ると中立馬が自玉に王手を掛けてし

まう）による空中捕捉は鮮やかです。  

また、本局はこの 4 手に 2 手の序が付いてい

ます。退路封鎖のため、初手 32n 角が限定打に

なるのが良い味付けです。  

なお、作者のコメントにある「中立飛に飛合」

の作品は、本作品展では 62-2 として登場して

います。  

 

協力自玉詰 6手
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　持駒角及び騎は共に中立駒
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〔参考〕62-2 変寝夢氏作  

 

22n 飛  42n 香  41n 香生  32 飛  まで  4 手  

（詰上り）  

 
 

本局の詰上りはこれを斜めに傾けたもので

すが、それだけで随分雰囲気が変わりますね。

先に述べた通り、手順の構造は 70-10 に 2 手の

序を加えたものなので、出題時のヒントには

62-2 ではなく、こちらを採用しました。  

【短評】  

たくぼんさん  

ヒントさまさまです。中空王を捕まえるのは

なかなか厄介ですが、見事に捕まってます。 

 

☆ヒントを付けても作者以外の正解は一人だけ。

ノーヒントだと危なかったです。  

■  76-8 変寝夢氏作（正解３名）  

 

【ルール】  

 クィーン（Ｑ）  

チェスのクィーン。飛車と角を合わせた性能

を持つ。  

（矢印がＱの走る方向）  

【解答】  

27Ｑ  36 飛  67Ｑ  65 飛  45Ｑ  同飛  まで  6 手  

（詰上り）  

 

【作者のコメント】  

Ｑを使うとスピード感が出ますね。  

【解説】  

中段玉を詰めると言えば、定番は２枚飛車。 

本局はその詰上りを「たった１枚の持駒で」
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「玉を動かすことなく」「たった 6 手で」実現す

るものです。  

もちろんこれはクィーンという強力な駒に

よってもたらされた結果です。実際、王手の方

向だけを見ると、クィーンが角→飛→角と３通

りに働いています。また、クィーンは王手のた

びに移動するので、（最後の王手を除いて）ピン

を外す必要もありません。何と便利な駒なので

しょう！  

クィーンはその強力さ故に、本局のようにス

ピード感のある手順を実現したり、あまり詰み

そうない局面を打開したりすることが可能にな

ります。従来クィーンを使った詰将棋は、クィ

ーン王を捕まえるパターンが多かったのですが、

これからはもっと違った利用法の開拓が望まれ

ます。  

【短評】  

たくぼんさん  

Ｑ１枚で３枚分の働きですね。  

 

☆作者以外の正解者はたくぼん氏と一乗谷酔象

氏の２名。複数の解答者が出ると、何だかほ

っとします。  

 

■  76-9 変寝夢氏作（正解２名）※実質１名  

 

【ルール】  

 Eagle（鷲）  

フェアリーチェスの Eagle（鷲）。  

グラスホッパーの変種で、クィーンの利きの

方向にある駒に到達した後、進行方向に対し

90°曲がった場所に着地する。  

 （○が鷲の利き。■

は敵または味方の

駒。）  

【解答】  

27 鷲  46 玉  38 鷲  35 玉  26 鷲  25 玉   

18 鷲  27 金  同鷲  15 玉  25 金  まで  11 手  

（詰上り）  

 

【解説】  

Eagle はグラスホッパーの変種です。通常、

グラスホッパーは合駒を直後に取ることはでき

ません。でも Eagle ならそれができます。  

それを示したのが本局の 8 手目と 9 手目。  

ここで 18 鷲は 36 歩を経由して 25 玉に王手

を掛けています。そこで受方は 27 金でこの利

きを止めます。その直後、Eagle は 28 桂をジ

ャンプ台にして 27 金を取ってしまいます。  

グラスホッパーの場合は、ジャンプ台までの

利き筋の方向とジャンプ後の進行方向が同じ向

きなのでこういうことは起こらなかったのです

が、ジャンプ後に方向が変わる Eagle だと、ジ

ャンプ後の着地位置が他の利き筋の上に乗るケ

ースがあるのです。本局はその性質を利用して

金合を入手し、詰め上げます。  

Eagle は本作品展初登場なので、少し手順を

追ってみましょう。まず初手 27 鷲は、28 桂を

ジャンプ台とし 36 歩を経由して 36 玉に利かせ

る手。これに対し、玉が遠くに逃げると王手が

続かなくなるので、2 手目は 46 玉。その後も 28

桂をジャンプ台にする 38 鷲、歩から離れない

協力詰 11手
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35 玉というパターンが続きます。初めて変化が

訪れるのが 5 手目。ここで初めて 36 歩をジャ

ンプ台とする手が現れます。26 鷲と 46 鷲の分

岐がありますが、次に 28 桂をジャンプ台に使

うことを見越した 26 鷲が正解となり、以下は

最初に説明した収束に入っていきます。  

本局は元々裸玉を目指して作られたもので、

桂や歩を打って舞台を整えてから、この収束が

現れる予定でした。残念ながら余詰があったた

め路線変更して、桂と歩で作られた軌道の周辺

を玉と Eagle がウロウロする序奏が付けられた

のですが、これはこれで面白いので、一つの収

穫だと思います。舞台設定によっては「龍追い」

に負けないくらい面白い「鷲追い」作品が作れ

るかもしれません。  

【短評】  

たくぼんさん  

手を繋げていけば解けるが 5 手目 46 鷲でち

ょっと躓きました。  

 

☆5 手目は有力なジャンプ先が２ヶ所あるので

迷う所です。作意とは逆側に跳ねたのはちょ

っと不運でしたが、すぐに軌道修正できる辺

りはさすがたくぼんさんだと思います。  

 

■  76-10 変寝夢氏作（正解１名）※実質正解者なし 

 

【ルール】  

 Moose（麋）  

フェアリーチェスの Moose（麋）。  

グラスホッパーの変種で、クィーンの利きの

方向にある駒に到達した後、進行方向に対し

45°曲がった場所に着地する。  

 （ ○ が 麋 の 利

き。■は敵ま

た は 味 方 の

駒。）  

【解答】  

38 銀 48 玉 16 麋 27 角 37 銀 47 玉  

36 銀 同角成 15 王 26 銀 まで 10 手 

（詰上り）  

 

【作者のコメント】  

９手目逆王手を躱しながらの王手が気に入

っている。  

【解説】  

Moose も Eagle と同様グラスホッパーの変種

ですが、Eagle と違って合駒を直後の手で取る

ことはできません。つまり、他のホッパー系の

駒と同様、ホッパーの王手に合駒する手で詰め

ることができるのです。  

実際、作意は Moose の王手に対する銀合で詰

上るわけですが、そこに至る迄の準備が難しく、

作者以外に正解者はいませんでした。  

さて、Moose も本作品展初登場ですので、作

意を順に追いましょう。まず初手はジャンプ台

設置の 38 銀。58 銀もありますが、自玉に近い

方に打つのは定跡です。3 手目 16 麋でさっそく

Moose を使います。37 銀で玉を近づける手も

ありますが、合駒を出すのが優先です。この王

手は Moose の斜め方向の利きを使っているの

で、受方は 27 角合として利きを遮断します。そ

協力自玉詰 10手
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して Moose はこの合駒を取れません。これは

Eagle とは異なるところです。  

攻方は初手に打った銀を活用するのですが、

そのまま 36 まで進んで同角成と逆王手させる

のが英断。16 王で開き王手しながら自玉を詰み

やすい盤端に移動します。この開き王手は先ほ

ど作った 36 馬をジャンプ台とし、Moose の横

方向の利きを使っています。普通の開き王手と

は違うので、意識的に狙わないと、この手を感

覚だけで指すのは難しいと思います。そして

Moose の利きを止める 26 銀で詰上り。馬角銀

と斜め駒の勢揃いした詰上りは、なかなか格好

良いですね。  

本局を難しくしている要因は、76-6 と同様、

「自玉への逆王手」と「自玉の移動（開き王手）」

の２つです。こういう作品を見ると筆者は、川

清雄氏の自玉移動の入った協力自玉詰作品群を

思い出すのですが、本局はフェアリー駒が絡ん

でいるので更に難解です。  

【短評】  

たくぼんさん（※無解）  

銀と麇はコンビネーションが上手くいかな

い。解けません。  

 

☆さすがのたくぼんさんも息切れしましたか。

解答お疲れ様でした。  

 

【総評】  

たくぼんさん  

新ルールにはいつも苦戦させられます。  

ある程度の数に触れないと閃きが沸かない

ですね。  

 

☆確かに、前例も例題もなく、「こんな駒（ル

ール）で作品を作りました」と言われても

解図は難しいでしょうね。  

この作品展は基本的に自由出品なので、

個々の作品のために対応できることは限ら

れます。新ルールの作品は、本作品展に投

稿する前に、なるべく紹介記事を書いて、

事前に読者への周知を図っていただくよう

お願いします。  

 

以上  
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■ 2015 年 08 月 20 日：課題発表：（協力

詰）成と生  

■ 2015 年 10 月 15 日：投稿締切  

■ 2015 年 10 月 20 日：出題  

■ 2015 年 11 月 15 日：解答締切  

■ 2015 年 11 月 20 日：結果発表  

■ 結果発表  

【今回の解答者】 (敬称略、到着順 ) 

(○は全題正解者）  

 

○神無七郎、○井上順一、○たくぼん、  

○占魚亭  

 

―――――――――――――――――――――  

■  45-01 神無太郎 協力詰９手  

 

58 馬   同銀左生   49 金   同銀成   58 金   

同銀生   69 金   同銀成   58 金  まで  9 手  

 

(詰上り図）  

  

作者－今年初めて作った。ほぼ完成品と思う。  

 

☆「ほぼ」というのは……。  

 

作者－金が５枚あれば、持駒金５にして、48 

金からはじめられる。  

 

☆47 馬→48 金とできれば、初手 58 金から始

められて、より手順の統一性が増すということ  

でしょう。  

 

井上順一－４金連打による守りの銀の無力化。  

 

占魚亭－２枚の生銀を成銀に。シンプルで良  

いですね。  

 

☆初手を着手した時点で左右対称形になるの  

で、２手目の銀はどちらからでも可です。銀  

を成らせるのが目的ですが、最初から成ると  

逆王手、故に２回目に成る、という簡明なロ  

ジックによって手順が成立しています。  

 

たくぼん－似たような事を考えたんですが納  

得いく作品ができませんでした。なるほどこ  

れなら納得します。  

 

☆シンプルかつ高い完成度で、作者の本領発  

揮と思われたのですが……。  

 

七郎－よくある筋でも２回繰り返せば作品に  

なる……とか何とか自分で言っていたような  

記憶がありますが、これだけ既視感が強いと  

解いてもあまり面白くありません。  

ルールは違いますが、下の作品を思い出しま  

した。  
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---- 

（参考図）  

 

青木すみれ／詰将棋パラダイス／1998 年 9 月  

最悪詰７手  

 

 

69 金  同銀成  58 金  同銀生  49 金  同銀成   

58 金  まで  7 手  

 

---- 

 

どんなに便利な手筋でも、使い過ぎは禁物です  

ね。  

 

☆ほぼ同じ手順ですね。さすがに先例がありま  

したか。残念です。  

 

■  45-02 神無八級 協力詰 13 手  

 

 

39 桂  同香成  37 金  同歩生  38 銀  同歩成    

28 銀   同と  38 銀  同飛生  37 金  同香生   

36 銀   まで   13 手  

 

（詰上り図）  

 

占魚亭－堀を埋める、的な。  

 

井上順一－これも手数から持駒の連打とわか

る。渋滞解消のため、角が利いているのでふさ

ぐ必要のない 28 をと金で埋めるのがおもしろ

い。  

 

☆拙作です。４香を縦に並べて、それらを成生  

で使い分けができないか、というのが創作の動  

機でした。19 角は余詰防止用の配置で、玉の

動きを制限しています。  

 

七郎－成と生の使い分けが楽しい作品。足の遅

い「歩」を動かすのに３枚の捨駒が必要になる

のが良いですね。できれば金や桂も４枚使い切

って欲しいのですが、この構図だとちょっと難

しいでしょうか。  

 

☆結果的に、４香ではなく飛と歩が混じってし  

まいました。歩の配置は太郎氏の指摘によるも  

ので、これにより作品の質がぐっと向上したと  

思います。金・桂の４枚使用までは考えが及び  

ませんでした。しかし、そこまで追求するのが  

様式美というものでしょうね。  

 

たくぼん－センス溢れる作品・これは見事だ。  

作品もっと発表してください。  

 

☆今回は太郎氏の協力もあり、比較的うまくい  

きましたが、今後もこういくかは保証の限りで  

はありせん。何とか努力したいものですが。  
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■  45-03 神無七郎 協力詰 35 手  

 

 

32 銀  同飛  33 桂  11 玉  21 桂成  同玉   

33 桂  11 玉  13 香生  12 桂  21 桂成  同玉   

12 香成  同飛寄  32 銀  同飛  33 桂  11 玉   

15 香  14 角  同香  13 銀  同香生  12 香   

21 桂成  同玉  12 香成   同飛寄  32 銀  同飛   

13 桂  11 玉  33 角  22 桂  12 香  まで  35 手  

 

（詰上り図）  

 

作者－２枚の飛の利きの止め方を問う作品で

す。本当は 25 角と 44 香の２枚は外したかっ

たのですが、非限定が消せず断念しました。  

 

☆44 香がないと、33 手目 33 角の所で 44～99

角も可という非限定はもちろん、22 手目 13 銀

の所で同飛、21 桂成、同玉、13 桂、11 玉、

44 角以下といった早詰も生じてしまいます。  

☆また、25 角を受方持駒にすると、20 手目

14 角  

～13 銀という合駒の順番が非限定（14 銀～13

角でも可）となってしまいます。  

 

占魚亭－５手目に香を取って失敗。桂を渡すの  

がポイントでした。  

 

井上順一－受方に桂合をさせるために、33 桂

から桂を成捨てて再度 33 桂とするところが巧

妙。途中で２度も逆王手が出てくるのもすご

い。  

 

☆攻方王に受方 41 角で王手がかかっている状

態では、それを 32 銀、同飛で遮らなければな

りません。そうしておいて、33 桂～1*香で、

受方合駒を取るのが基本展開となりますが、

12 合を取るときは注意が必要です。  

 

たくぼん－合駒用の桂を渡す導入から、21 玉

じゃないと 12 の駒を取れない構成で成生を限

定させているところ、逆王手で合駒を限定させ

ているところなど見事なバランスで作られた完

成品。  

 

☆つまり、21 桂成をせずに先に 12 香と合駒を

取ると、同飛で逆王手がかかって手に窮してし

まいます。そこで、21 桂成、同玉としてから

12 合を取ることになり、それには香「成」が

必然となるわけです。  

☆結局、32 飛の利きは受方 22 桂で、16 飛の

利きは攻方 13 桂で止めることに成功し、12 香

まで見事に詰め上がります。  

 

 

【総評】  

 

七郎－３題ともすべて玉が一間あけて睨み合っ  

ている形。この形は逆王手絡みで不成を入れや  

すいので、今回の課題には合っているのでしょ  

う。私もこの構図は便利なのでついつい多用し  

てしまうのですが、ある程度自粛した方が良い  

かもしれません。  

 

☆効率の良い構図や手筋に頼ってばかりではい  

けない、ということですね。もちろん、知識と  

して蓄えておくのは有益でしょうが。  

 

井上順一－こちらへは初解答だと思います。よ  

ろしくお願いします。  
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☆ご解答ありがとうございました。こちらこそ  

よろしく。  

 

たくぼん－作品投稿できずすいません。意外と  

課題が難題でした。  

１作創ったのがこちら、  

 協力詰 3 手（2 解）  

 攻方：72 と 75 角 84 香  

 受方：62 飛 93 玉  

 持駒：なし  

詰上りは一緒でそこに至る手順が成りと生の２  

通り。いきなり 82 は不詰。  

というものでしたが、さすがに……。  

みなさんの作品はそれぞれテーマがはっきりし  

ていて楽しめる作品群でした。  

 

☆遠慮なさらず、出品していただければよかっ  

たのに……。たくぼんさんのこの作品もテーマ  

が明確で楽しめると思いますよ。  

 

占魚亭－今回も解答のみの参加。投稿もできれ  

ばいいのですが、なかなか納得のいくものが…  

…。  

 

☆遠慮なさらずに……。期待しています。  

 

【追記】2015/11/21 

 

☆FOF45-03 について、作者から以下のような

追加コメントが来ました。誤解とはいえ、お詫

び申し上げます。なお、下図の詰手順は伏せて

おきますので、ご関心を持たれた方は考えてみ

てください。（八級）  

 

□  FoF 45-03 について（神無七郎）  

 

 今月結果発表があった Fairy of the Forest で

すが、自作のコメントが誤解を与えたみたいで

すね。「25 角と 44 香の２枚は外したかった」

というのは、外して受方の持駒にするのではな

く、使用駒から除外するということです。具体

的には以下の図（協力詰 41 手）を想定してい

ます。  

 

 

 

最後 (36 手目 )の合駒が銀でも桂でも良い非限

定を消せないのです。これさえなければ上の図

の方が発表した図より優れているのですが、非

限定を消す手段が思いつきませんでした。  

 

 

 

■ 2015 年 11 月 20 日：課題発表：（協力

詰）  

   龍または攻方王が活躍する作品  

□ 2016 年 01 月 15 日：投稿締切  

□ 2016 年 01 月 20 日：出題  

□ 2016 年 02 月 15 日：解答締切  

□ 2016 年 02 月 20 日：結果発表  

 

■  課題発表  

 

適当な課題を思いつかず、以前シリーズ化

していた「ＡまたはＢが活躍する作品（Ａ、Ｂ

は駒の名）」という課題の残りを持ってくるこ

とにしました。辰年まで待てませんでした。  

正直、苦肉の策ですが、漠然とした課題の

方が作りやすい面もありますので、何とぞよろ

しく。遠慮なく、ご投稿ください。  

 

（投稿先）  

→酒井博久（sakai8kyuu@hotmail.com）  
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くるくる 7 たくぼん作 ばか自殺詰 88 手  

 

 

【出題時ヒント】  

後手持駒制限があります。合駒の飛を上手く使

って 16 歩を 88 まで連れてきてください。88

手は長そうですが主要部分は繰り返し手順です

ので恐れることはありません。  

 

【解答】  

 

76 飛  87 玉「77 飛  96 玉  76 飛  86 飛  同飛  

同玉  66 飛  76 飛  同飛  87 玉」（Ａ手順）  

 17 飛  同歩成  

Ａ手順  27 飛  同と Ａ手順  37 飛  同と  

Ａ手順  47 飛  同と Ａ手順  57 飛  同と  

Ａ手順  67 飛  同と Ａ手順  77 飛  同と   

88 飛  同と  まで  88 手  

 

詰上図  

  

★フェアリー版くるくる作品展くるくる７の解

答発表です。これまでのくるくる作品展はやや

難易度が高かった感じでしたので今回は趣向部

分のみを抽出したシンプルなばか自殺詰を出題

しました。  

 しかし、ばか自殺詰で８８手という看板を恐

れたのか、余りにひっそりと出題したため忘れ

去られたか・・・解答者がわずか３名という寂

しさでした。啓蒙活動はなかなか難しい・・・  

 

解答者（敬称略）・・・全員正解  

 井上純一、占魚邸、橋本孝治  

 

初手 76 飛以下、飛合を繰り返し、  

（13 手目）17 飛、同歩成  

（25 手目）27 飛、同と  

（37 手目）37 飛、同と  

（49 手目）47 飛、同と  

（61 手目）57 飛、同と  

（73 手目）67 飛、同と  

（85 手目）77 飛、同と  

88 飛  同と まで と盤上に飛も消えてきれ

いな詰上りになります。  

初形から後手の飛だけでは先手玉を詰ます

ことが出来ません。ということで遠くにいる

16 歩に目をつけるのがポイント。今回はヒン

トでばらしてますが、このタイプの作品では配

置を見ればどの駒が呼んでこれる駒かは見つけ

やすいと思います。上記手順のように 16 歩を

88 まで連れてきて先手玉に止めを刺します。  

 

井上順一  

 序も収束も非常に短いので、繰返し手順さえ

見つければ解決、というつくりになってい

るのがよい。  

 

占魚亭  

 暗算で解ける、丁度いい塩梅。長篇ばか自殺

詰の入門作として最適だと思います。  

 

橋本孝治  

 最も素直な手順が作意で良かった。玉は出ら

れないけれども他の駒は入ってこれる半開放系

の密室は、通常の密室と違っていろいろと小細

工が利くので、もっとたくさん作品が作られて

良い分野だと思います。  

 

★解答が来ないので催促しちゃいました（笑）  
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推理将棋第９４回出題解説  

担当：NAO 

出題：   平成 27 年 9 月 23 日  

解答締切：  平成 27 年 10.月 20 日  

 

 

 

------------------------------------------ 

９４-１ 初級 DD++さん作  

このはしわたるべからず ９手 

 

（条件） 

•９手で詰んだ 

•３手目は端 

•４手目は端 

•５手目は端 

•６手目は不成  

 

------------------------------------------  

出題のことば（担当 ＮＡＯ）  

 先後各々どちらの端を使うのか推理しよう。  

追加ヒント  

 ５手目は 97 角、６手目は 57 角不成。  

------------------------------------------  

推理将棋９４ -１ 解答  

▲５八飛 △１四歩 ▲９六歩 △１三角  

▲９七角 △５七角不成 ▲同 飛 △５二玉  

▲５三飛成   まで９手  

 

詰上がり図  

  

(条件 ) 

・３手目は端 (▲96 歩 )、４手目は端 (△13

角 )、５手目は端 (▲96 歩 ) 

・６手目は不成 (△57 角不成 ) 

 

推理将棋でもお馴染みになった｢９４問題｣です

が、 "易しい推理将棋 "講座の中でミニベロさん

は｢９４問題｣の在り方として次の３点を上げて

います。  

•初心者が順に推理できる親切問題  

•９手とはいえ、やはり考えさせる問題  

•条件に統一性のあるきれいな問題  

 

９４問題はいずれか一つでも満たせばよいので

すが、特に "条件に統一性のある "問題は、よし

解いてみようという気にさせて望ましい形で

す。  

 

本作品は、統一した "端 "条件を並べた上で、初

心者が順に推理できる親切問題でもあって、

｢９４問題｣の一つの理想形です。  

 

さて、設問の "端の手 "でどう攻略するのか、推

理しましょう。９手詰では玉がなかなか端に届

きませんので "端の手 "を使って中央を攻める手

段を探索します。条件は３～６手目：先後いず

れも２手ずつで端の手が入っています。  

 

1) 先手端角の活用：先手は３、５手目が端の

手。初手は保留しておいて、『３手目▲96 歩～

５手目▲97 角』で角を後手陣に効かす。  

2) 後手の不成：４手目 "端の手 "～６手目 "不成 "

から、２手目以降△14 歩～△13 角～△XX 角

不成』  

 

ここまで、初手から「▲XXXX △14 歩  ▲96

歩  △13 角  ▲97 角  △XX 角不成」。  

 

中央の玉を詰ます形を推理すると 97 角の効き

のある 53 地点に攻め駒を運ぶのがよく、52 玉

型に 53 龍の形がぴったり。初手▲58 飛から進

めて、６手目以降「△57 角不成  ▲同飛  △52

玉  ▲53 飛成」まで。  

 

それではみなさんの短評をどうぞ。  

 

DD++さん (作者 ) 「過去何度も出題例がある手

順ですが、ここ最近見たことないなあと思った

ので作ってみました」  
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飯山修  「43－1 の手順入替作品。初級にピッ

タリ。ヒントの意味は真ん中を渡れということ

でしょうか」  

 

Pontamon 「中級よりも難しかったのです

が、タイトルが大ヒントでした。初級になった

のは第 43 回初級の類似作があったからですか

ね。端条件が並んでいるのを初めてみる

と？？？となってしまいました」  

 

■過去の類作には、４３ -１：○術師さん作

「三吉超え」があります。また、角のルートが

異なる１８ -２：はらたっとさん作「どっちの

成りでショー」も詰上がりがほぼ同じです。今

回の９４問題では見せ方が異なって全く別の問

題に仕上がっています。  

 

金少桂  「短手数端条件だと役立ちそうなのが

端角くらいなので５筋が焦点だなと気付けばす

んなり。６手目の条件が悔しいけどこればっか

りは外せない。本当は２～５手目の端条件で統

一したかったんだろうなぁと」  

 

山下誠  「２手目が端ではない、とは書いてな

い。結構悩みました」  

 

■６手目が成りか不成の限定が必要なのは元々

わかっているので、残りを "端 "に統一したんで

すね。『２手目は端の手』を省略したのが巧み

の技です。端でない可能性を秘めた２手目です

が、端でないと間に合いませんね。  

 

S.Kimura 「端の手が続くと，端角を考えたく

なります」  

 

小木敏弘  「後手の端が１３角と気がつい

て・・・」  

 

■ "４手目の端 "が△13 角～△57 角不成を誘導

する易しいヒント条件になりました。  

 

渡辺  「『４手目は端でない』にすると中級と上

級の間くらいになるかも。」  

 

■ "△14 歩～△13 角 "端手順の代わりに△34 歩

～△66 角が表のルート。端でなく６筋を発見

させるとなると・・・やや難しめです。  

 

小山邦明  「後手の詰む玉の位置は 52 玉と予

想されるのでわかりやすかったですが、簡素な

趣向条件で見事な限定だと思いました」  

 

変寝夢  「初手は３～７筋の着手の条件をプラ

スして９７００万局面１時間５０分  

でした。３手目９７角とした人は苦労したと思

われます。５２玉がおマヌケな突進で、敵の利

きだけある地点への着手（捨駒っていうらしい

ですが）よりこういった手が大好きです」  

 

■後手方の協力手△52 玉が最後８手目に現れ

ました。  

 

攻めダルマン  「軽く頭の体操になっていい」  

 

占魚亭  「３手目・５手目の条件であたりをつ

けました。」  

 

斧間徳子  「先手の指し手は通常の指し将棋で

もおかしくない自然な手なのがむしろ新鮮」  

 

隅の老人Ｂ  「初手の 58 飛が鍵だが、意外と

簡単に発見です」  

 

■先手は▲58 飛～▲96 歩～▲97 角。中飛車

で５手目で中央に狙いを定めます。まさかその

４手目に中央突破で詰みとは・・・超速原始中

飛車でした。  

 

NNN 「銀を取る筋を考えていましたが、違い

ましたね。飛車に気づけば易しいとは思います

が、ちょっとはまってました」  

 

孔明  「後手の端の手と不成を同時に成立させ

る詰み形がなかなか見えなくて苦労しました」  

 

桝彰介  「端の手ばかりでどうやって詰ますか

悩みました。９手でこの詰め上がりは初めて見

ました」  

 

諏訪冬葉  「6 手目に不成ができるのは角の

み。そこから逆算しました。（中級問題につら

れて最終手を角成にしかけたのは内緒）」  

 

■後手の不成は手順が限られてます。が、久々

に出た詰み形。ベテラン以外で詰み形を知らな

い方は意外と苦戦されましたね。  
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くるぼん  「端が駄目なら真ん中を行け、うま

いヒントでした」   

 

はなさかしろう  「リズムの良い条件なので早

とちりして 5 手目に後手陣に侵入しようとし

て、あれ？となりましたが、タイトルが絶妙の

ヒント！（笑）堂々とした王道の手順で、初級

にぴったりですね」  

 

たくぼん  「端の手３つもあって、詰むのは５

筋。当たり前か・・・（笑）」  

 

■隠れた端の手も合わせて端の手が４つ。後手

陣への突入は慌てずに９手目までまで我慢、我

慢。  

 

-----------------------------------------  

正解：２３名  

 

飯山修さん S.Kimura さん NNN さん く

るぼんさん 小木敏弘さん 斧間徳子さん 金

少桂さん 孔明さん 小山邦明さん 隅の老人

Ｂさん 諏訪冬葉さん 攻めダルマンさん 占

魚亭さん たくぼんさん DD++さん 長谷川

彩樹さん はなさかしろうさん 変寝夢さん  

Pontamon さん 桝彰介さん 山下誠さん  

RINTARO さん 渡辺さん  

------------------------------------------  

９４-２ 中級 斧間徳子さん作  

寄り道 ９手 

 

（条件） 

•９手で詰んだ 

•２手目は４筋 ２手目は４２玉 

•４手目は金 

•７手目は桂 

•８手目は金 

 

------------------------------------------  

出題のことば（担当 ＮＡＯ）  

 桂はどこから現れるか推理しよう。  

追加ヒント  

 ４手目は 52 金右、７手目は 65 桂。  

------------------------------------------  

推理将棋９４ -２ 解答  担当 ＮＡＯ  

   

▲７六歩 △４二玉 ▲４四角 △５二金右  

▲７七桂 △３二銀 ▲６五桂 △５一金引  

▲５三角成 まで９手  

 

詰上がり図  

  

(条件 ) 

・４手目は金 (△52 金右 )、７手目は桂 (▲65

桂 )、８手目は金 (△51 金引 ) 

 

先手の条件は７手目のみ。 "７手目は桂 "が本作

品の攻めの鍵となります。７手目 77 桂では９

手目この桂が詰みに役立つ形がなく、無駄手に

なるので７手目 65 桂の形を目指します。  

•角と桂を両方使うため、初手▲76 歩は当然。

桂は▲77 桂～▲65 桂と進めたい。この桂と連

係が可能な角は、53 地点を狙う▲44 角か、73

地点を狙う▲55 角があるが、２手目の 42 玉に

近い 53 地点を狙って▲44 角の形に進めてい

く。７手目▲65 桂とするには角を先に移動：

▲76 歩～▲44 角～▲77 桂～▲65 桂。  

 

後手は先手に協力し「44 角＋65 桂」型から詰

む形に進めます。先手の最終手は 53 地点で効

きの多い▲53 角成が本命。２手目△42 玉の形

は、32 と 51 の両地点に退路がありどう塞ぐの

か？推理します。  

•32 の退路塞ぎは、△32 銀がぴったり。銀の

動いた後の 31 の空間には最終手▲53 角成で成

った馬の効きがある。  

•51 の退路は、△51 金右の１手で塞がる。と

ころが、 "４手目は金 "に釣られて△51 金右と

指すと、 "８手目は金 "でもう一手金を動かすた

め詰形がくずれ失敗。そこで、右金は 52 を経

由して 51 へ、わざわざ２手かけて動かす：△

52 金右～△51 金引。  
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３手目以降「▲44 角  △52 金右  ▲77 桂  △32

銀  ▲65 桂  △51 金引  ▲53 角成」まで。  

 

１手の寄りで済む動きをわざわざ２手掛けて動

かす "金 "の寄り道が主題の作品。４条件のうち

の２つを遠回りの "金 "に使い、足の速い角桂コ

ンビで攻める軽快な９４問題に仕上がりまし

た。  

 

本作、出題時の条件「２手目は４筋」には余詰

がありました。粗検お詫びいたします。  

•元の条件「２手目は４筋」の余詰手順  

(余詰 1)▲76 歩  △42 金  ▲33 角成 (不成 ) △62

金  ▲42 馬 (角成 ) △61 玉  ▲77 桂  △72 金  ▲

52 金  まで。  

(余詰 2)▲76 歩  △42 銀  ▲33 角成 (不成 ) △52

金左  ▲22 馬 (角成 ) △41 玉  ▲77 桂  △51 金

寄  ▲32 角  まで。  

 

作意手順は、無駄手のある９手詰（攻め方５手

＋受け方３手＋無駄手１手）でしたが、余詰手

順はいずれも７手目▲77 桂を無駄手とする手

順で、前者は「７手詰＋２手」、後者は「８手

詰＋１手」の応用でした。金少桂さん、渡辺さ

んのご両名からご指摘いただき、ありがとうご

ざいました。  

 

それではみなさんの短評をどうぞ。  

 

斧間徳子 (作者 ) 「９手の短編で余詰を出して

しまい申し訳ありません。本作は金の寄り道が

テーマですが、余詰順にも金の寄り道が出てく

るのがせめてもの救いです」  

 

金少桂 (双方解 ) 「２手目４手目の条件で先手

が桂を５手目までに取るのが不可能なので、自

陣桂の出動が確定。９手なので、角と桂の連携

以外ありえず、後手金移動は１回で十分なのに

２回ということで寄り道せざるをえないところ

が面白い。おそらく余詰手順だと思う (余詰 1)

も後手金の寄り道になっているところは何の運

命の悪戯か。こっちを作意で作ってたらものす

ごいイジワル問題になったなぁと思う」  

 

渡辺 (双方解 ) 「すぐに思いつく『26 歩、42

玉、25 歩、52 金右、24 歩、32 玉、Ｘ、42 金

寄、23 歩成』ではＸで桂が動かせないのがミ

ソ。金引の感触が良い。余詰が残念」  

 

はなさかしろう  「７手目は桂だとこの手順が

本命で、あとは後手の遊びのやりくりで解けた

のですが、７手で詰みのバリエーションがあり

ましたか。94 問題、難しいです」  

 

■作意は攻め方５手＋後手の無駄手１手を含む

９手詰。すなわち、９手オリジナル手順なの

で、それに惚れ込んで、初歩的な「７手詰＋無

駄手」、「８手詰＋無駄手」が抜けてしまいまし

た。申し訳ありません。  

 

DD++ 「21 桂を取る順も 73 桂を取る順も 77

桂で角を取る順もうまく封殺していますね」  

 

■先手の条件が７手目だけなので攻めの幅は広

いですが、金の２手が上手く防いでいます。  

 

小木敏弘  「桂と角のコンビネーション」  

 

NNN(双方解 ) 「おおよそ最終形が予想できる

ので、取り組みやすく感じました。余詰みは気

付きませんでした。桂馬は６五まで行くとの決

め打ちでは見つかりようもないですが」  

 

占魚亭  「7 手目桂でピンときました。１番や

さしかったです」  

 

小山邦明  「７手目の桂の着手を詰みに働かす

には 65 桂しかないと推理して手順を考えまし

た」  

 

山下誠  「６五桂が分れば、５三角成の詰み形

は見えやすかったです」  

 

■42 玉型に７手目 65 桂の形が浮かべば、44

角～53 角成が連想しやすく簡単でした。  

 

攻めダルマン  「運よく早めに思いついて解け

てしまった。玉方の銀と金に味がありますね」  

 

■32 銀と 53 角成が１セット。寄り道の 52 金

右～51 金引。  

 

Pontamon(双方解 ) 「53 へ向かう角と桂。ど

ちらも一休みして、これがタイトルの寄り道か

と思いきや、寄り道したのは金でした。角と桂

は寄り道ではなく道草でしたね」  
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■角も桂も一休みせず、詰みに向かって最速で

攻めている印象ですけど・・・  

 

飯山修  「余詰めの方の解答（２手目 42 金以

下）は 33 角が成不成限定できないし桂のヒン

トがおかしいしで不思議に思ってましたが条件

が代わって納得。遊びの１手を有効利用」  

 

孔明  「▽４二玉▲４四角を想定してみて金を

上がって引く手が見えたのであっさり解けまし

た」  

 

変寝夢  「９手中６手以上が１～４段目の手を

プラス条件して２４００万局面２１分。金のテ

ンポ（？）と桂の２段跳が印象的」  

 

隅の老人Ｂ  「４手目、パスは出来ない。そこ

で 52 金右と寄り道です」  

 

桝彰介  「後手の無駄手を金の途中下車で条件

付けされてたのが上手かったです」  

 

諏訪冬葉  「回答を送る直前にタイトルに気付

きました」  

 

くるぼん  「寄り道さえしなければ」  

 

たくぼん  「寄り道したのは右金君でしたか」  

 

■右金の動きは、タイトルの "寄り道 "。この手

筋は業界用語では "テンポ "でしょうか。 "１手

パス "、 "道草 "、 "途中下車 "、 "一人時間差 "、

等々いろいろな表現がありますね。  

 

S.Kimura 「一度解いたのに，答えを入力する

のを忘れていました。このため，解答を書くと

きに，どうしても金の動きを思い出せず，つい

には，ヒントを見ることになってしまいまし

た」  

 

■解けたときに解答を送ってしまうのが定跡で

すが、一度忘れてもう一度推理を楽しむのも手

筋です。  

  

------------------------------------------  

正解：２３名  双方解：４名（金少桂さん、

渡辺さん、Pontamon さん、NNN さん）  

 

飯山修さん S.Kimura さん NNN さん く

るぼんさん 小木敏弘さん 斧間徳子さん 金

少桂さん 孔明さん 小山邦明さん 隅の老人

Ｂさん 諏訪冬葉さん 攻めダルマンさん 占

魚亭さん たくぼんさん DD++さん 長谷川

彩樹さん はなさかしろうさん 変寝夢さん  

Pontamon さん 桝彰介さん 山下誠さん  

RINTARO さん 渡辺さん  

------------------------------------------  

９４-３ 上級 Pontamon さん＆ＮＡＯ合作 

金を動かす ９手ｘ３ 

 

（条件 A） 

•９手で詰んだ 

•５手目は角 

•６手目は右金※を上がる 

•７手目は６筋に銀  

•９手目は角を打つ 

 

（条件 B） 

•９手で詰んだ 

•５手目は角 

•６手目は左金※を上がる 

•７手目は６筋に銀  

•９手目は角を打つ 

 

（条件 C） 

•９手で詰んだ 

•５手目は角 

•６手目は金を寄る 

•７手目は６筋に銀  

•９手目は角を打つ 

 

※右金は初形配置 61 の金；左金は初形配置 41

の金。  

------------------------------------------  

出題のことば（担当 ＮＡＯ）  

 金の動きから詰み形を推理しよう。  

追加ヒント  

 ５手目は (A)33 角成 , (B)31 角成 , (C)22 角

成。  ９手目は (A)43 角 , (B)42 角 , (C)32 角。  

------------------------------------------  
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推理将棋９４ -３ 解答  担当 ＮＡＯ  

 

Ａ：  

▲７六歩 △３四歩 ▲２二角不成 △５二玉  

▲３三角成 △６二金 ▲６八銀 △４四歩  

▲４三角 まで９手     

 

詰上がり図  

  

 

Ｂ：  

▲７六歩 △３四歩 ▲２二角不成 △６四歩  

▲３一角成 △５二金左 ▲６三銀△６二金寄 

▲４二角 まで９手   

 

詰上がり図  

  

  

Ｃ：  

▲７六歩 △５二金左 ▲３三角不成△４一玉  

▲２二角成 △５一金寄 ▲６八銀 △４二銀  

▲３二角 まで９手    

 

 

詰上がり図  

  

(条件 ) 

・５手目は角： (A)▲33 角成 , (B)▲31 角成 , 

(C)▲22 角成。  

・６手目は  (A)右金を上がる：△62 金 , (B)左

金を上がる：△52 金左 , (C)金を寄る：△51 金

寄。   

・７手目は６筋に銀： (A)▲68 銀 , (B)▲63 銀 , 

(C)▲68 銀。  

・９手目は角を打つ： (A)▲43 角 , (B)▲42 角 , 

(C)▲32 角。  

 

９４問題の上級は、６手目の金の動きが異なる

トリプレット。４条件の表現は形が揃っていな

いので、似たような条件で違う形を考えてもら

う３局セットの出題形式としました。  

•３局とも、５，６，７，９手目の着手駒が同

じなので、共通する手順の構成を考えてみまし

ょう。最終手角打ちで仕留めるためには角を取

った上に、馬が残っていることが必要なので、

３手目か５手目に角を取り、３手目角不成～５

手目角成がセットになります。すなわち、序盤

は次の３通り。  

(序 1) ▲76 歩  △34 歩  ▲22 角不成  △XXXX 

▲31 角成  （角銀を入手。▲31 馬型）  

(序 2) ▲76 歩  △34 歩  ▲22 角不成  △XXXX 

▲??角成  （角のみを入手。▲??馬型）  

(序 3) ▲76 歩  △XXXX ▲33 角不成  △XXXX 

▲22 角成  （角のみを入手。▲22 馬型）  

•７手目の "６筋に銀 "は、 (序 1)で入手した銀を

後手陣内に打つ手のほか、 (序 2), (序 3)では無

駄手＝自陣の "68 銀 "も視野に入れておきま

す。  

さて、ここまでの予備知識を基に各設問に

ついて手順を推理しましょう。  

持駒
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三
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Ａ：６手目に初形 61 の "右金 "を上がるため 61

に空間（玉の退路）ができるのが鍵。61 を塞

ぐ詰形は「玉方：52 玉＋62 金」対「攻方：33

馬＋43 角」。  

•すなわち、前述の (序 2)で５手目▲33 角成と

する「▲33 馬型」を目指す。５手目が王手に

ならないよう、△52 玉～△62 金と指す：初手

から「▲76 歩  △34 歩  ▲22 角不成  △52 玉  

▲33 角成  △62 金」。以下、７手目の６筋銀は

無駄手の 68 銀、８手目は 43 に角打ちの空間

を空ける 44 歩。７手目以降「▲68 銀  △44 歩  

▲43 角  まで」。33 地点への角の空成が盲点に

なりやすい珍しい手順。  

 

Ｂ：６手目に初形 41 の "左金 "を上がる。最終

玉型は 41 か 51 か？  

•「41 玉に 32 角打」を目指すと？後手の着手

は、△42 銀と△52 金左～△41 玉～△51 金寄

の組み合わせだが、△52 金左は２手目か４手

目しか入らないので失敗。  

•そこで「51 玉に 42 角打」を目指す。42 に攻

め駒の効きのあるのは前述の (序 1)31 馬型だ

が、 "42 への受け駒の効きを外す "ことと "52 と

62 の玉の退路を塞ぐ "ことが必要。  

•42 への受け駒の効きを外す：41 金 (左金 )が邪

魔なので、６手目に左金を上がる "52 金左 "、

８手目に左金を寄る "62 金寄 "と、左金を連続

して動かす。初手から「▲76 歩  △34 歩  ▲22

角不成  △XXXX ▲31 角成  △52 金左  ▲

XXXX △62 金寄  ▲42 角  まで」  

•52 と 62 の玉の退路を塞ぐ：62 には "左金 "が

移動したので、 (序 1)で入手した銀を６筋に打

って 52 を塞ぐ。４手目△64 歩～７手目▲63

銀が決定。  

 

Ｃ：６手目に "金 "を寄る。二段目で金を寄る手

もいくつかあるがいずれも詰み形に近づかな

い。51 の空間を空けて 51 に右金を寄る手が本

命。  

•(序 3)22 馬型で「41 玉に 32 角打」を目指

す。後手の着手は、△52 金左～△41 玉～△51

金寄～△42 銀の順に指せば、51 に空間が空い

て６手目に△51 金寄と指せ、玉の退路の 42, 

51, 52 のいすれも塞げる。初手から「▲76 歩  

△52 金左  ▲33 角不成  △41 玉  ▲22 角成  △

51 金寄」以下、７手目の６筋銀は無駄手の 68

銀と指す。７手目以降「▲68 銀  △42 銀  ▲32

角  まで」  

それではみなさんの短評をどうぞ。  

 

ＮＡＯ (作者 ) 「Ｂ局の７手目 "63 銀 "からの詰

形はこの形だけで、今回が初出のはず。９手詰

の普通作の出題予定で暖めていましたが、金の

動きの異なるＡ、Ｃとセットの９４形式の出題

となりました。、玉の位置のほか、追加ヒント

に書いたとおり角が成る場所、角を打つ場所の

いずれも３局で異なっているのが気に入ってい

ます。最終形の角の打場所は、作例の多い方か

らＡ：43, Ｃ：32, Ｂ：42 の順と思いますの

で、難易度もこの順番を想定していました」  

 

■合作の経緯について、補足します。  

 

第９４回の候補作として、Ｂ、Ｃを mixi コミ

ュにて試験的に出題。当初「Ｂ：６手目は左金

を上がる」「Ｃ：６手目は右金を寄る」との条

件設定でした。これに Pontamon さんから

「Ａ：６手目は右金を上がる」条件を新たに提

示していただきました。そこで、、｢Ｄ：６手目

は左金を寄る」を加えて４局セットにしようと

したところ「左金を寄る」解がなく、結局

「Ｃ：６手目は金を寄る」としてトリプレット

が完成しました。  

 

金少桂  「94 条件で三つ子問題とは！３条件共

通でしかも残り１つの条件も好対照。７手目の

銀を詰みに役立つ手と考えると、５手目までに

角銀を取るしかなく、Ｂの手順が一瞬で見つか

ると同時に、これ以外詰み形が成立しそうにな

いことがわかり、ＡとＣがおそらく７手目が詰

みとは関係のない、すなわち 68 銀の待ち手だ

ろうなと予想がついた。なので、ＡとＣは 68

銀を固定して、先手と後手に４手づつ割り振っ

て解いたら比較的楽に解けた（それでもけっこ

う難しかったが）。もしＡやＣのような問題が

単独で出されたら相当四苦八苦しただろうと思

う」  

 

■的確な推理で、３局とも早く解けましたね。

確かに単独出題だと３局ともかなり難問だった

可能性大です。  

 

小木敏弘  「Ａ：先手の銀で、後手にもう一手

指させる。Ｂ：三つの中で最初に解けました。

角とって、銀とって、貼って、貼ってと。Ｃ：

先手の銀だと五手目に角取りもあるんですね」  
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飯山修  「Ａ作品は 5－1、Ｃ作品は 58－2 の 8

手詰めに 68 銀を入れてるんですね。Ｂが最初

に解けてＡ，Ｃの順にたどり着くのが標準だと

思います」  

 

■Ｂ局が最も難しいつもりだったんですけど、

５手目の銀取りから入るとそうでもなかったよ

うですね。  

 

孔明  「角打ちまでの詰み形がなかなか見えず

苦労しました。まずＢが飛車を陰に金を寄せて

いくと解けました。次にＣが４一玉の形を作る

と解けました。最後にＡが５二玉・６二金の形

での詰みがようやく見えて解けました」  

 

■３種ある角打ちの詰形を見極められるかどう

か、３局全局を解くポイントです。  

 

渡辺  「６手目動かす金の左右と７手目の銀が

連動しているのが面白い。手順が全然違うのだ

が、どれも解き味が同じように感じました。角

打から角取に限定されるのと忙しさから角取の

位置が 22 に限られるからでしょうか？」  

 

■３条件が共通ですので、いずれも 22 で取る

のは仕方なく、金の動きと玉・馬・角の位置が

異なっているのが収穫です。  

 

はなさかしろう  「これは『６手目は金』の完

全なトリプルなのでしょうか？！素晴らし

い！！７手目は銀打ちか 68 銀かですが、68 銀

が２パターンというのは意表を衝かれました。

Ａはさらっと解けたのですが、ＢとＣが見え

ず、難しかったです」  

 

DD++ 「組局としては C が余計だった印象。

68 銀は１局だけならいいアクセントですが２

局あるのは……」  

 

■金の動き、角成、角打が三者三様なのに惚れ

込んで３局セットにしました。７手目に６筋に

銀を打つ形は 63 銀の他にありませんので、68

銀が２局となりました。たしかに 68 銀が２局

あるのはマイナス評価です。Ｃ局は意外と好評

で、評価が分かれました。  

 

攻めダルマン  「Ａ：ヒントがなければ解けま

せんでしたね。銀を取らないのがポイントか。

Ｂ：Ａよりは考えやすい手順ではありました。

Ｃ：ヒントのおかげで詰形は比較的早く分かり

ましたが後手の手順に少し悩んだ」  

 

斧間徳子  「３局がすべて異なるパターンにな

っており楽しめました。中でもＣ局は、33 角

生と 68 銀が指しにくく、単独の作としても秀

作だと思います」  

 

たくぼん  「Ａ：34 歩の跡地への 33 角成が不

思議なくらい見えなかった。Ｂ：6 筋に銀の本

命はこれでした。Ｃ：これも無駄手の 68 銀で

したか、違う手を予想してました」  

 

くるぼん  「Ａ：行って戻る角が指しにくい。

Ｂ：銀の打ち場所を作る 64 歩が指しにくい。

Ｃ：寄るのヒントの前に金上りが指しにくい」  

 

■Ａの 33 角への空成は妙に指しにくい一手。

Ｂ：銀を取って６筋に打つ手順を探ると自然に

解が得られる。Ｃは金寄りの前の２手目金左～

玉寄りが指しづらく意外と難しかしい。  

 

小山邦明  「わずかな条件の違いで手順が大き

く変わるのは、私の好きな大道棋に似た雰囲気

で大変楽しめました」  

 

NNN 「三者三様の詰め上がりで楽しめまし

た。今回は七手目の無駄手などポイントになり

そうな部分に気付いたので、見当違いな筋を読

んでるのでは？という不安なく考えることが出

来ました」  

 

■３局セットで楽しんでいただけました。  

 

隅の老人Ｂ  「Ａ：7 手目、６筋に銀。打つこ

とばかり考えて大苦戦。作者、ニヤリの得意

顔。Ｂ：93―3 の中で最初に解けました。素

直？な作品で、これだけなら初級でしょうね。

Ｃ：Ａで覚えた手抜きの一手、68 銀で見事に

正解？」  

 

占魚亭  「きれいな条件設定。Ｂに苦戦しまし

た」  

 

桝彰介  「Ｂの銀の手のみが敵陣に打ち込む手

になっており、似た条件での違いを際だたせて

います」  
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■Ｂに苦戦していただくのは想定とおり。   

 

S.Kimura 「Ａ：上級はいずれもヒントを見な

いと解けませんでしたが，33 角成から 43 角で

詰ます形はあるかなと想像はしていまいた。

Ｂ：銀を取って６筋に打つことを中心に考えて

いましたが，３問中この問題だけでしたか。

Ｃ：ヒントの最終手 32 角を見てようやく王様

を無理やり閉じ込める手に気づきました」  

 

■Ａは比較的素直な手順ですが、担当作のＢと

Ｃはひねった手順でした。  

 

諏訪冬葉  「最終手段『ヒント待ち』で解決。

中級ヒントで「金右」とあったので、珍しく全

部「右」「左」を付けてみました」  

 

■上級のいずれかに引っかかりヒント待ちした

方も多いと思います。追加ヒント後に１３名の

解答が集まり、ヒント投入の甲斐がありまし

た。  

 

変寝夢  「４段より上の着手６回以上、初手７

６歩、２手目３～７筋の着手をプラス条件して

４０００万局面５４分。３解抽出です。Ａは詰

め上がりが綺麗、Ｂは６３銀が鋭く、Ｃは細か

い動きが印象的でした。欲をいえばそれぞれ初

手から違っていれば・・。望蜀ですね」  

 

長谷川彩樹  「Ｂ、Ｃ：６手目の条件を替える

だけで手順が限定されておりかつＡの問題より

数段難しい。担当者さまは素晴らしいの一言で

す。６８銀は比較的直ぐ解ったのですが条件Ｃ

はヒントが出るまで解りませんでした」  

 

山下誠  「金の条件差による、ハイレベルな３

セット問題。素晴らしかったです。Ａ：２二角

から３三角成の素朴な動きが却って新鮮に映り

ました。Ｃ：直前ヒントの３二角がなければお

手上げでした」  

 

■変寝夢さん、長谷川さんのご両名は、解答順

序の違いと誤記がありました。また、山下さん

はＢ局が誤答 (最終手が馬 )でした。皆さま解け

ているようですが、うっかり誤記にはご注意

を。（最も解答競争は行ってませんので関係あ

りませんが・・・）  

 

------------------------------------------  

正解：２３名 （一部正解を含む）  

 

飯山修さん S.Kimura さん NNN さん  

くるぼんさん 小木敏弘さん 斧間徳子さん  

金少桂さん 孔明さん 小山邦明さん 隅の老

人Ｂさん 諏訪冬葉さん 攻めダルマンさん  

占魚亭さん たくぼんさん DD++さん 長谷

川彩樹さん はなさかしろうさん 変寝夢さん  

Pontamon さん 桝彰介さん 山下誠さん  

RINTARO さん 渡辺さん  

------------------------------------------ 

 

総評  

 

金少桂  「今回初めて 94 問題に挑戦。手数も

短く、条件のわかりやすい、覚えやすい問題が

多いので頭の中で考えるのに最適だった（盤駒

も使ったけれど）。  

また、今回初めて余詰解を発見してしまった。

作者や担当者の方には申し訳ないが、推理将棋

の解答力がついたのが実感できて嬉しくもあっ

た」  

 

■早々に余詰め指摘をいただきました。連絡い

ただいた後、修正ほか出題フォローが対応でき

てとても助かりました。解答だけでなく、余詰

め指摘は大歓迎です。  

 

小木敏弘  「今回は、すらすら解けました」  

 

渡辺  「94 形式は、とくに条件がシンプルな方

が良いですね」  

 

DD++ 「非趣向 94 形式は作例もあんまりな

く、未開拓な部分も多いです。推理将棋を作っ

てみたい方が初めて挑戦するにはいい入り口だ

と思いますので、来年に向けてぜひ」  

 

斧間徳子  「初めて 94 問題を作ってみました

が、94 問題は作るより解く方が楽しいと実感

しました」  

 

■９手詰は作例も増えたので既往作との衝突が

怖いんですが、９４形式問題なら既成手順の再

利用も十分に可能なので、創作初心者も取り組

みやすいでしょう。貴方も 94 形式に挑戦して
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みませんか。次回特集は多分、来年の９月頃で

す。  

 

変寝夢  「９４形式とＰＣは相性がいいようで

す。１番は初級じゃないと思いますが」  

 

■１番は詰上がりパターンが見えているので "

普通の "初級です。  

 

孔明  「全体的に難しかったです」  

 

隅の老人Ｂ  「94―3 の A と C で苦戦。ここは

得意のヒント待ち。ヒントを読んだら、約 30

分で解け？ました。今日も秋晴れ、良い天気。

これで心置きなく散歩に行ける」  

 

■Ａ，Ｃとも無駄手入りなのでＢより易しかっ

たはず。逆に、手数ぴったりのＢはすぐ解け

て、無駄手入りのＡ，Ｃとも無駄手入りは苦戦

したんでしょうか。  

 

桝彰介  「今回は全て直前ヒントが出るまで分

かりませんでした。９４問題は具体的な手順が

見えずに苦戦することが多いため、指し手をピ

ンポイントで明かしてもらえるヒントは大助か

りです」  

 

■９手詰だけの出題にしては、ヒント待ちの方

が多かった。独特の９４形式の表現が詰手順を

見えにくくしているのでしょう。  

 

長谷川彩樹  「詰パラで推理将棋にハマってお

り９月の問題が１週間で解けたため、残りの２

週間を楽しく過ごすためにネットで推理将棋を

検索して本ページに遭遇しました。先月は解答

が間に合わず今回が初となりました」  

 

■今後も解答よろしくおねがいします。  

 

はなさかしろう  「短編は難しい。９手までが

短編かな、となんとなく思っているのですが、

10 手以上では必須の強力な限定が必ずしも掛

かっていないので、的が絞りにくくて苦戦しま

す。特に遊び手が入る順は盲点になりやすいよ

うで」  

 

■少なくとも 11 手までは短編と考えてよいで

す。遊び手が入る順は見落としやすく今回の

94-2 のように余詰順にも要注意です。  

 

くるぼん  「ぎりぎりまでねばりましたが、全

問正解ならず。と送信した直後にひらめきまし

た」  

 

■締切日は "解図力５割増し "の法則。  

 

攻めダルマン  「９手の推理将棋は初級者の自

分には合っててうれしいです。それでもヒント

がないとなかなか解けないですが。それではよ

ろしくお願いします」  

 

■ヒント投入後の解答、ありがとうございま

す。  

 

たくぼん  「94 形式はとっつきやすく考えられ

ます。←といいつつ最終日に解答してますが」  

 

■WFP の発行日と解答〆切日が同じなので大

変でしょうが、よろしく。  

 

------------------------------------------  

推理将棋第９４回出題全解答者： ２３名  

 

飯山修さん S.Kimura さん NNN さん  

くるぼんさん 小木敏弘さん 斧間徳子さん  

金少桂さん 孔明さん 小山邦明さん 隅の老

人Ｂさん 諏訪冬葉さん 攻めダルマンさん  

占魚亭さん たくぼんさん DD++さん 長谷

川彩樹さん はなさかしろうさん 変寝夢さん  

Pontamon さん 桝彰介さん 山下誠さん  

RINTARO さん 渡辺さん  

 

------------------------------------------  

◆作品募集◆  

 

通常の推理将棋作品募集に加えて、下記特集

（案）向けの作品を募集いたします。  

•第９７回、９８回出題：年末年始、年賀詰

（ "2016", "16", "28", "11"にちなんだ推理将

棋）  

•第９９回出題：９手詰（究極の９手、難解

作）  

•第１００回出題：１０手詰＋難度ゼロ  

•第１０１回出題：１０手詰＋１条件  
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フェアリー入門にかこつけて  

上谷直希  

フェアリーのルールは数あれど、細則を含めて

1 行で説明が済むルールはそう多くはありませ

ん。禁欲と強欲はそんな数少ないルールの一つ

です。あんなに有名な安南や対面などのルール

だって、細かいところまで厳密に言おうとする

と、実は面倒臭いほうです。そんなわけで比較

的とっつきやすい禁欲と強欲ルールですが、逆

にいえばとっつきやすすぎて何を表現すればい

いのか、何を作品から酌みとればいいのかわか

らないかもしれません。今回はこの 2 つのルー

ルで私がつくってみたなかで、橘さんのフェア

リー入門のほうに手数が入りきらなかったもの

を何作かお披露目しようと思います。なんだか

「ちょっと足りない」作ばかりですが、何かの

参考になれば嬉しいです。  

【強欲】駒を取る手を優先する  

【禁欲】駒を取らない手を優先する  

 最善詰のときのみは攻方最善（指定手数以内

で詰むもののみ正解とする）でお願いします。  

 ■禁欲  

 禁欲は多くの場合、攻め駒にわざわざ紐をつ

ける必要がないので、普通詰将棋に比べ舞台装

置が簡単に設営できてしまう。そして合駒も取

りにくいので、詰将棋らしい手順を大いに欲張

ることができる。中合などでもいとも簡単に成

立します。こんな創作向けのルール、そうそう

ありません。私が禁欲のかしこをおすすめする

理由のなかには、そんな手法論も１つとして挙

げられます。ただ、余詰も成立しやすいので大

変。  

○禁欲最善詰 11 手  

 

58 飛、 (ｲ)同玉、59 香、48 玉、57 角、47 玉、

(A)93 角生、46 玉、47 飛、同玉、57 角成 ま

で 11 手詰  

(ｲ)39 玉は 38 飛、29 玉、39 飛、28 玉、17 角、

18 玉、19 香まで。  

 

開き王手あたりから急に玉が広くなります。

このルールで玉が広い場合、余詰を抑えこむの

は至難の業です。そんな事情もあっての最善詰

なのでした。11 手以上掛かっていいのなら無数

の余詰があります。  

93 角生が眼目の一手。(A)93 角成としてしまう

と、57 合とされたときにその合駒をとれずに 92

馬や 83 馬を強制されてしまうのですね。同様

の手段で、(A)13 角生でも 57 合に対して対処で

きそうですがこちらは成ろうが成るまいが 46

角成（馬）を強制されるので、やっぱり合駒を

取れません。  

 

○禁欲最善詰 15 手  

 

 

18 飛、 (ｲ)17 馬、26 銀、16 玉、17 銀、15 玉、

37 角、26 香、16 銀、14 玉、25 銀、同玉、15

飛、36 玉、35 飛 まで 15 手詰  

 

(ｲ)16 馬は 26 銀、14 玉、15 銀、13 玉、23 金ま

で。  

(ｲ)17 歩は 26 銀、16 玉、17 銀、15 玉、16 歩、

14 玉、15 歩、13 玉、23 金。  

(ｲ)17 桂は同飛、16 歩、26 銀、26 銀、14 玉、

15 銀、13 玉、23 金まで。  

 

 不利逃避です。26 銀に対して 16 玉の応手が

それにあたります。馬を取ったのちは飛のライ
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ンが通るので二度目の 26 銀はできなくなりま

す。不利逃避をするための一路遠い移動合です

が、妙手感はありますでしょうか。以降は順算

特有の、なんとか終わらせた雰囲気。……ちゃ

んと収束になっていますか？  

 

○禁欲詰総括  

 狭い範囲でこまめに駒をかき回す手順が得意

なルールですので、中編のスケールの構想を表

現する場所として、選択肢の一つに入ってくる

ルールだと思います。一方アクロバットな技の

超短編で一作拵えるのは難しく感じます。一つ

には大海に逃がしても実は逃れていない、禁欲

特有の余詰が原因です。要するに大胆な構図を

とりにくい。しかしこの問題は最善詰にすれば

概ね解決するものです。しかしもう一つの原因

である変化処理の難しさ、こればかりはどうし

ようもありません。  

超短編をつくる場合、我々は創作手段として、

変化にて駒取りを多用しています。その手段を

禁欲ルール下では多くの場合放棄せざるを得ま

せん。中段玉を、駒を取らずにしかも作意より

早く詰ませる変化をつくるのは、時に作意より

難しくなります。その他まだまだ理由はありま

すが、本ルールは玉が狭い中編向けだなと個人

的には感じているのです。  

また最善ルールともこの先仲良くなってい

く必要がありそうです。当初は逃げていたので

すがね……。ところで最善詰では、例えば以遠

打などの普通詰将棋ならば問題にならないよう

な非限定はどう扱われるのでしょうか？   

 

■強欲  

○強欲詰 15 手  

 

 

41 銀、同玉、42 銀、 (ｲ)52 玉、41 銀打、63

玉、62 角成、同玉、52 銀成、同玉、53 桂成、

61 玉、51 銀成、同玉、52 銀、まで 15 手詰  

(ｲ)32 玉は 33 銀成、21 玉、31 角成、同玉、32

銀まで。  

 

再度の 41 銀打が見えにくいかもしれません。

63 玉とされ玉が広いように思われますが、強欲

ならではの攻撃でピッタリと詰みます。強欲ル

ールではシンプルな詰め上がりからの逆算も一

風変わったアプローチが可能ですので、かしこ

の煙も出てくるかもしれませんね。  

 

○強欲詰 11 手  

 

29 銀、同玉、 (A)65 角、同歩、18 銀、同玉、

28 金、19 玉、(B)38 金、18 玉、28 角成 まで

11 手詰  

 

角道を開く序奏は妥当なところ。(A)83 角は、

65 に合駒してくれればいいものの 38 歩合あた

りで困ります。角道を開けたその後は玉位置を

もとに戻して金打ちからの開き王手。なんだか

普通な手順です。しかも（B)27 金が非限定？  

実はこの紛れに創意があります。 (B)27 金に

は 55 歩合！の打診が成立してしまうのです。

同角生ならば当然詰みませんし、同角成ならば

29 玉として 65 馬を強制されて逃れですね。38

金の限定移動には、この 65 馬のラインを事前

に止める意味合いがあったのです。  
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○強欲詰 13 手詰  

 

38 香、28 玉、27 金、同玉、19 桂、同金、28

香、同玉、37 香、同玉、39 香、27 玉、38 龍 ま

で 13 手詰  

 

初手 39 香で簡単に見えます。しかしそれに

対しては 27 玉と逃げ、18 龍を強制されて困っ

てしまいます。逆に言えば、18 金をなんとかす

れば 39 香を達成できる。この目標が見えてき

ますね。打ち直しの展開に持ち込むための 9 手

目 37 香に感触の良さを感じてもらえれば嬉し

いです。  

 

○強欲詰総括  

捨駒は取る一手になってしまうためほぼ変

化が無い上、捨駒以外で駒を動かすのが難しい。

合駒もほぼ出せない。つまり全体的に淡白な駒

の打ち捨てが続く単調な構成になりがち（没に

したのもそのあたりがメインの理由です）で、

作図上の難しさを感じますが魅力的な構想はま

だまだあるはずです。また、禁欲詰とは対照的

に余詰は発生しにくいように思います。  

 

 

ついでにと言ってはなんですが、先月に引き

続き既発表作の修正図も報告させていただきた

いと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

○禁欲最善詰  19 手（WFP 作品展 73-2 修正図）  

 

21 銀不成、(ｲ)13 玉、35 角、24 金、12 銀成、

同玉、34 角、 (ﾛ)23 金、13 角成、21 玉、32 歩

成、11 玉、22 と、同金、12 角成、同金、23 桂

不成、21 玉、31 馬 まで 19 手詰  

 

(ｲ)22 玉は 12 銀成、31 玉、21 成銀、42 玉、43

角成、51 玉、62 角成、41 玉、32 歩成まで。  

(ﾛ)11 玉は 23 桂生、22 玉、32 歩成、13 玉、24

角、12 玉、11 金  まで。  

(ﾛ)13 玉は 23 桂成、同銀、24 角、22 玉、13 角

成、21 玉  、22 金まで。  

作意順に関しては概ね同じです。手数オーバ

ー順に関しては結果稿を参考にしていただけれ

ばと思います。  

 余詰防ぎの 27 龍を消して、初形を 4×4 にま

とめました。27 龍は初形、詰め上がりにおいて

視覚的な散漫さを与える存在であったので、こ

の龍を配置せずに済むのは大きいのではないか

と感じています。ただその犠牲として、もとも

と持駒だった角を盤面に置くことになりました。

紛れや清廉さなどを総合的に考慮して天秤にか

けてみると、本図のほうに軍配が上がるかと思

うのですが、いかがでしょうか。  

 なぜ修正を要するような図で当初投稿したの

か、どうして修正図では龍を省くことができる

のか、そのような経緯を話しだすとまた前回の

ように長々となってしまうので今回は省略させ

ていただきます。すみません。  

 

○終わりに  

ご 感 想 や ご 質 問 な ど が あ り ま し た ら 、

sunriseizumo☆ktf.biglobe.ne.jp（☆を＠に変

換）にご連絡ください。有難うございました。  
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***************************************** 

 

フェアリー詰将棋関係のブログを紹介します。  

 

フェアリー時々詰将棋  

http://fairypara.blog.fc2.com/ 

 

Auther：ue さん（ご存知あの方です。）  

プロフィールより  

自称フェアリストです  

主にフェアリーについての情報をわかりや

すく伝えたいと思っています。伝統詰将棋

もわかる範囲で頑張ります汗  

 

★フェアリーだけでなく詰将棋でも活躍中の若

手作家 ue さんのブログ。プロフィールにも書

いてある通りフェアリー中心ということですの

でフェアリスト（に限らずですが）チェック必

須のブログです。  

今月の記事の内容では、「５手ばか詰を考え

よう（１）～（４）」など、思わず読みたくな

るような、WFP とすれば、その原稿が欲しい

～となるような記事が載っております。余談な

がら私の作品も紹介されてたりします。  

最近では、とり研を初開催されたりと精力

的に活動されており、先日の Twitter で室田女

流が、「フェリー普段は解かないけれど米子で

詰将棋作家さんたちにお会いしたので今月号開

いてみたら、いた。ばか詰５手。ならやる気が

すこーし出たので考えてみる。。解けたときの

喜びが詰将棋の倍あったのは何故」とツイート

されてて普及活動の効果抜群と感心した次第。  

 今後が楽しみです。  

 

占魚亭残日録  

http://d.hatena.ne.jp/sengyotei/ 

 

Auther：占魚亭さん  

プロフィールより  

枯れた本格ミステリファンですらなくなっ

た Z 級詰将棋作家の備忘録。購入記録とフ

ェアリー詰将棋の再録がメイン。Twitter や

ってます。  

 

★現在フェアリー詰将棋や普通詰将棋の創作、

解答、指将棋で活躍中の占魚亭さんのブログで

す。Twitter で発表されるフェアリー作品の採

録や既発表作を継続して書かれています。

Twitter ではボツ作含めかなりの数の作品を発

表されています。ルールはいろいろで短編が主

流ですので頭の体操にはもってこいです。但

し、コメントに「一目でしょう」という文字が

あっても一目ではないので要注意です（笑）ま

た過去の名作の紹介などもされておりますので

まだフォローされていない人は是非。  

 作者は将棋教室でも詰将棋普及に力をいれて

おられ、フェアリー詰将棋普及もよろしくお願

いしたいところです。  

 ミステリーへの造詣も深く私的にはそちら

の分野でも楽しませていただいております。  

 

 今回は、２つのブログを勝手に紹介させて

いただきました。失礼致しました。  

 

 

 

 

 

フェアリー入門のスケジュール  

橘 圭伍  

-----------------------------------------------------  

 

当方の来年以降の都合により、3・6・9・

12 月の季刊で行い、それに伴い、次回の開

催を 12 月で行います。結果発表に関して

は今回は 12 月に行います。 

次回以降は、解答募集 2 ヶ月、投稿期間

3 ヶ月とし 5・8・11・1 月を結果稿、3・6・

9・12 月に出題としたいと思います。今回

の作品の募集(強欲・禁欲)ですが 12 月 10

日まで延長とします。 

 

結果稿を楽しみにされていた方は申し訳

ありませんが御了承お願いします。 

 

上記のように行いたいと思います。勝手で

すが宜しくお願い致します。  
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解答募集締切一覧  

 

ネットでのフェアリー詰将棋の解答募集締切一

覧です。締切日が早いもの順です。解答先は各々

異なりますのでお間違えにないように。 

  

2015 年 12 月 15 日(水) 

 

第 77 回 WFP 作品展  

フェアリー作品 １１題  

 

2016 年 2 月 15 日(月) 

 

第 78 回 WFP 作品展  

フェアリー作品 １２題  

 

  

作品募集一覧  

 

フェアリー入門  

 

課題：強欲詰・禁欲詰、1,3,5 手の最善詰、協力

詰  

 

募集締切：12 月 10 日頃（１ヶ月延長）  

送り先：  

（橘圭伍）keigotatibana@hotmail.com  

詳細は、WFP87 号 P16 をご覧下さい  

 

フェアリー版くるくる展示室  

・ 盤は９×９、駒は普通の将棋駒及び駒数内

（フェアリー駒はとりあえず不可）  

・ 後手持駒制限 OK 

・ ルールは何でも OK（協力詰、かしこ詰、

打歩詰、自玉詰系、ステイルメイトなど何

でも OK）  

・ 手数制限なし  

フェアリー版くるくる展示室（ばか自殺詰）  

 

 持駒：歩 18 を含み、手順に「…」×17 を含

む ばか自殺詰（詳細は P17 をご覧くさい） 

 

投稿先は、WFP 編集部 締切：2015/12/15 

 たくぼん takuji@dokidoki.ne.jp 

*現在投稿０  

 

 

ちょっと早い 2016 年年賀詰作品展  

 

新年に向けての作品を募集します。お正月に

解いて頂けるよう 12 月号に掲載します。ち

なみに来年は申年です。  

作品は、フェアリー作品、推理将棋とし、ル

ール、手数、条件は自由とします。  

 

投稿締切：12 月 15 日（月）  

投稿先は、  

たくぼん (takuji@dokidoki.ne.jp) 迄  

 

Fairy of the Forest #46 

 

 課題：龍または攻方王が活躍する協力詰  

 投稿締切：2016 年 1 月 15 日  

 

（投稿先）  

→酒井博久（sakai8kyuu@hotmail.com）  

詳細は P.33 をご覧下さい  

 

あとがき  

 早いもので年賀詰の季節になりました。毎年

年末慌てて創っているので今年は早めに取り掛

かりたいところです。次回詰四会は１月 24 日

に開催が決まりました。節目の２０回となりま

す。８月に満１０周年の記念の作品展を企画し

ています。是非ご参加を・・・  

 

****************************************** 

結果稿を読んでの感想、意見、返信等ありまし

らメール下さい。改訂時スペースに追加掲載し

ます。（25 日前後まで） たくぼん  

****************************************** 
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